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日 欧 交 渉 史

＊ 日本語文献

キリスト教伝来からモースまで
欧米人の目で綴った対外交渉史研究の白眉

新異国叢書  第 I ～ III 輯、総索引
全 34巻  セット定価 205,065円（本体 195,300円）

001  新異国叢書総索引
雄松堂出版編集部  編
菊判　上製　函入　
0381-2　定価15,750円（本体 15,000円）

「新異国叢書全 35巻」より主要な語句を採録、人名・地名・事項別に分類。総数 10万点の語句か
ら重要事項を抜粋、新たなテーマが浮かび上がる。

002  新異国叢書 第 I 輯　全 14巻
岩生成一、洞 富雄、岡田章雄、沼田次郎  編集
菊判　上製　函入　平均 450頁

セット定価 77,700円（本体 74,000円）

キリスト教伝来から鎖国の形成、洋学の展開か
ら動乱の幕末まで、日本の歴史を活き活きと今
日に伝える、ノンフィクションの決定版。

第 1･2巻 イエズス会士日本通信（上･下）
村上直次郎  訳　柳谷武夫  編集
  440頁（上）0171-9  （品切れ）

  480頁（下）0254-9 定価 6,300円（本体 6,000円）

フランシスコ･ザビエルらイエズス会宣教師たちによるキリスト教布教の浸透から迫害･
弾圧の過程の克明な記録 ｡（収録書翰 1549-80年） 1968,69年刊

第 3･4巻 イエズス会日本年報（上･下）
村上直次郎  訳　柳谷武夫  編集　

  380頁（上）1000-1
  310頁（下）1001-8  各巻定価 5,250円（本体 5,000円）

秀吉の一連の弾圧政策により次第に衰退の一途をたどるイエズス会の苦悩と危機の時代、
パードレ、イルマン等、宣教師たちによる年報。（収録年 1581�89 年） 1969年刊

第５巻 デ・サンデ天正遣欧使節記
泉井久之助  他  共訳　 740頁　1002-5　定価5,250円（本体 5,000円）
日本におけるキリスト教布教がもっとも隆盛の天正年間に、キリシタン大名・大友宗麟、
有馬晴信、大村純忠の三侯が派遣した少年使節４人の見聞記。 1969年刊行

第６巻 セーリス日本渡航記・ヴィルマン日本滞在記　
 村川堅固、尾崎 義  訳　岩生成一  校訂

  580頁　1003-2 　定価 6,300円（本体 6,000円）

イギリス東インド会社の貿易船隊司令官セーリスの苦難の渡航記。アーネスト・サトウの
解説付き。スウェーデン人ヴィルマンは 1651年来日、当時の海外交渉の様々な事柄を遺
した。1970年刊

第７巻 ティチング日本風俗図誌　
沼田次郎  訳　 490頁　0172-6 　定価 6,300円（本体 6,000円）

18世紀後半に 3度来日したオランダ商館長ティチングの日本風俗研究と歴代将軍譜。 
1970年刊

第８巻 ペリー日本遠征随行記　
洞 富雄  訳　 570頁　1004-9  　定価 5,250円（本体 5,000円）

ペリー日本使節団の主席通訳をつとめた S.W.ウィリアムズの手による、ペリー艦隊の知
られざるドキュメント。日本開国劇を側面から鮮明に記録したもの。 1970年刊

第９巻 エルギン卿遣日使節録　
岡田章雄  訳 310頁　1005-6 　定価 5,250円（本体 5,000円）

日英修好通商条約締結のため来日したエルギン卿の秘書オリファントが描いた、幕末日
本の苦悩と躍動の記録。 1968年刊

第 10巻 ポンペ日本滞在見聞記
沼田次郎、荒瀬 進  共訳　 480頁　1006-3 　定価 5,250円（本体 5,000円）

松本良順、佐藤尚中など、後の明治医学界の巨匠を育成したオランダの医学者ポンペが、幕
末の日本と開国を迫った列強諸国のドラマティックな葛藤と、その過程を綴った幕末日本
見聞記。 1968年刊

第 11巻 ゴンチャローフ日本渡航記　
高野 明、島田 陽  共訳　 770頁　1007-0 　定価 5,250円（本体 5,000円）

19世紀のロシアの文豪ゴンチャローフは 1853年、プチャーチン提督が長崎に来航した
時秘書として随行し、特に長崎における日露談判では奉行や幕府の全権団と同席した。 
1969年刊

第 12･13巻 オイレンブルク日本遠征記（上･下）　
中井晶夫  訳 420頁（上）1008-7  定価 5,250円（本体 5,000円）

  410頁（下）1009-4 定価 6,300円（本体 6,000円）

プロイセン政府は列強におくれて東アジアの市場開拓を目的に、オイレンブルク伯一行
を特命全権公使として幕末日本に派遣した。本書はその滞在記録。 1969年刊

第 14･15巻 アンベール幕末日本図絵（上･下）　
 高橋邦太郎  訳 390頁（上）1010-0
  420頁（下）1011-7 各巻定価 5,250円（本体 5,000円）

スイス遣日使節アンベールが描いた 1863-64年の図絵 200余収載。幕末日本の風物誌。
日本翻訳文化賞受賞作品。 1969,70年刊
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003  新異国叢書 第 II 輯　全 10巻

岩生成一、洞 富雄、岡田章雄、沼田次郎  編集

菊判　上製　函入　平均 350頁

セット定価 59,640円（本体 56,800円）

第 1輯の使節等による公式記録に続く、個人的
な日記、紀行、見聞記など幕末維新期を活写し
た生の歴史叢書。開国期から明治初期の動乱期
にユニークな足跡を残した 12人が、確かな目で
とらえたドキュメント。

第１巻 ペリー日本遠征日記
金井 圓  訳 540頁　0061-3　定価5,460円（本体 5,200円）

鎖国の扉を開いたアメリカ東インド艦隊の 1852年� 1854年までのペリー提督自身の日
記。「公式記録」にはないペリー自身の新鮮な観察が、未発表資料の紹介とあいまって日
本の夜明けをあざやかに浮かびあがらせている。 1985年刊

第２巻 ハイネ世界周航日本への旅
中井晶夫  訳　 410頁　0203-7　定価5,460円（本体 5,200円）

ペリーに随行し、開国という歴史的事件を、芸術家の豊かな感受性と鋭利な観察眼でと
らえた、興味深い記録。 1983年刊

第３巻 グレタ号日本通商記
中村 赳  訳　小西四郎  校訂 340頁　0204-4　定価5,460円（本体 5,200円）

グレタ号の荷物上乗人リュードルフが、下田の玉泉寺に滞在し、商人として日本を見、
自分の行動を綴った異色のドキュメント。 1984年刊

第４巻 ホジソン長崎函館滞在記
多田 実  訳 350頁　0286-4　定価5,460円（本体 5,200円）

尊皇攘夷派と開国派が抗争した激動の時代を活写しながら、イギリス領事の目で批判を
加え、開国の行方をとらえた記録。 1984年刊

第５巻 ヘールツ日本年報
庄司三男  訳 500頁　0206-8　定価5,460円（本体 5,200円）

薬学教育の父ヘールツが、明治２� 5年の真実の日本を伝えた、政治や宗教から造幣・
電信・鉄道・天文まで包括した報告書。 1983年刊

第６巻 シュリーマン日本中国旅行記・パンペリー日本踏査紀行
藤川 徹、伊藤尚武  訳 350頁　0207-5　定価5,460円（本体 5,200円）

トロヤ・ミケネ両文明の発見者シュリーマンの日本発見と、日本への鉱山技術を導入し
た徳川幕府お雇いのパンペリーの踏査紀行。 1982年刊

第７巻 ディアス･コバルビアス日本旅行記
大垣貴志郎、坂東省次  共訳 320頁　0208-2 　定価 5,460円（本体 5,200円）

1874年、金星の太陽面通過を観察するため来日したメキシコ観測隊が、横浜における観
測の経過と各地の旅行を綴った記録。 1983年刊

第８巻 ギメ東京日光散策・レガメ日本素描紀行
 青木啓輔  訳　 320頁　0209-9 　定価 5,460円（本体 5,200円）

パリのギメ博物館の創始者ギメが画家レガメとともに仏教の調査で来日し、明治 9年、
東京・日光を訪れたときの紀行文。 1983年刊

第９巻 グラント将軍日本訪問記　新装版
 宮永 孝  訳 290頁　0519-9　定価10,500円（本体 10,000円）

アメリカ第 18代大統領グラント将軍が政界引退後、世界周航の途次、国賓として日本を
訪問し、天皇に謁見した異色のドキュメント。 1983年刊

第 10巻 クロウ日本内陸紀行
 岡田章雄、武田 万里子  共訳 350頁　0287-7　定価5,460円（本体 5,200円）

明治 14年、クロウは仲間と弥次喜多道中のように、2人で中山道の徒歩旅行をした。文
明開化の波がようやく伝わってきた沿道の見聞記。 1984年刊

004 新異国叢書 第 III 輯　全 9巻
片桐一男、金井 圓、宮永 孝  編集
菊判　上製　函入　平均 400頁　 セット定価 51,975円（本体 49,500円）

第 I � II 輯に続き江戸末期�明治中期まで、日本を訪れた外国人による日記・紀行・航海記・書簡
など、日欧交渉史の名著を中心に収録。

第１巻 メイラン 日本
庄司三男  訳

410頁　0293-8
定価 5,775円（本体 5,500円）

シーボルト事件解決に尽力した長
崎オランダ商館長が、政治・宗教
から年中行事まで、ヨーロッパ向
けに様々な観点から鎖国日本を紹
介。 2002年刊

第２巻 マローン 日本と中国
眞田収一郎  訳　 380頁　0294-5　定価5,775円（本体 5,500円）

日本の絹は世界で売れるか？　市場調査に訪れた東アジア遠征隊員の農政学者が、ヒュ
ースケン・東禅寺事件など騒然とした幕末の実態を描く。 2002年刊　関連文献：オイレン
ブルク日本遠征記

第３巻 バード 日本紀行
楠家重敏、橋本かほる、宮崎路子  訳　 380頁　0295-2（品切れ）

明治 11(1878)年に来日したバードの旅行記。初版本に基づき、『日本奥地紀行』（東洋文庫）
には訳されていない章を訳出。初版本の挿画を全点収録。 2002年刊
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第４巻 スポルディング 日本遠征記・ オズボーン 日本への航海
島田孝右、島田ゆり子  訳　 580頁　0296-9 　定価 5,775円（本体 5,500円）

吉田松陰に手紙を託されたペリー艦隊秘書スポルディングの記録／エルギン卿の乗艦フ
ュリアス号艦長オズボーンの本格的航海記。 2002年刊　関連文献：ペリー日本遠征随行
記・ペリー日本遠征日記・エルギン卿遣日使節録

第５巻 モースのスケッチブック
中西道子  著　 600頁　0297-6 　定価 5,775円（本体 5,500円）

大森貝塚の発見者モースの少年時代から晩年の業績と日米の交友関係を浮彫りにする。
貝類・軟体動物、建築・陶器などの見事なスケッチ、日記・書簡・写真を多数収録。 2002

年刊

第６巻 レフィスゾーン 江戸参府日記
片桐一男  訳 410頁　0298-3　定価 5,775円（本体 5,500円）

オランダ商館長レフィスゾーンによる江戸参府および出島への帰路の日記で、最後の江
戸参府となった貴重な記録。参府に必要な心得や書留など日本側史料を収載。 2003年刊

第７巻 スミス 日本における十週間
宮永 孝  訳　 540頁　0299-0　定価5,775円（本体 5,500円）

安政の大獄から桜田門外の変へと、幕末の激変期に来日した神学博士スミスは、陰謀、
制度、暗殺をつぶさに観察、ポンペ、シーボルト、ヘボンとの交流や西欧文明との比較
を記す。 2003年刊

第８巻 アーノルド  ヤポニカ
岡部昌幸  訳　 300頁　0300-3 　定価 5,775円（本体 5,500円）

イギリスの詩人・新聞記者サー・エドウィン・アーノルドは、明治 22(1889)年に来日、
うるさいほどに日本の美を追究したアーノルドの観察記事。友人ブルームによる挿画 53

点を収録。 2004年刊

第９巻 シェイス  オランダ日本開国論
小暮実徳  訳　 420頁　0301-0　定価5,775円（本体 5,500円）

「日本を世界貿易に開国させるオランダの努力」が原題。「オランダは自己の利益のため
に日本の開国を阻止している」という西欧列強の非難を理論的に反論した大著。 2004年
刊

第 10巻 ドゥーフ 日本回想録
永積洋子  訳　 320頁　0302-7　定価 5,775円（本体 5,500円）

19年間にわたる日本滞在の回想録。ラッフルズの計画、宗教、カトリック教への迫害を
述べ、３回の江戸参府を経験する。辞書をめぐるシーボルトとの論争を収録。 2003年刊

関連文献：長崎オランダ商館日記、ヅーフ日本回想録

日欧交渉史の主著、待望の複刻！

005 異国叢書　全 13巻                               オンデマンド版

菊判　上製　平均 550頁　
　 3010-8 (set)　セット定価190,050円（本体 181,000円）

昭和 4年（1929）に東京・駿南社から刊行された本シリーズは、「日本の歴史を描いた外国人によ
る異色歴史叢書」として今日でも高い評価を受けている。戦国末期から幕末までの波乱に富んだ日
欧交渉史の重要文献翻訳シリーズ。外国人の記した大胆な記録から、政治、経済、文化、宗教、風
俗習慣、自然に至るまでの当時のありのままの姿がうかがえる。日本の史料を外国人の眼から正確
に補う文献集である。原典のもつ味わいを生かす古風な文体が、時代的な風格を添えている。

第 1巻 異国往復書翰集 ・ 増訂異国日記抄 オンデマンド版

村上直次郎  訳注　 
1966年刊 153、335頁　3011-5　定価15,750円（本体 15,000円）

書簡集は、1555‐1624年の『耶蘇會士日本通信』の底本となる欧文・邦文文書 47通から構成。
日記抄は江戸開府当時の外国掛「金地院崇伝」の日記。「異國所々御書之草案」「異國御
朱印帳」付載。

第 2･3巻 クルウゼンシュテルン日本紀行 （上・下） オンデマンド版

羽仁五郎  訳注

1966年刊                          530頁（上）　3012-2　定価15,750円（本体 15,000円）

                                           460頁（下）　3013-9　定価15,750円（本体 15,000円）

ロシア遣日使節団レザノフを護衛して、ナデジュダ号で 1804年に長崎に来航したクルウ
ゼンシュテルンの『世界周航記』のうち日本の部分を全訳、長崎での応接、蝦夷・千島
方面の探検の様子を詳述。

第 4巻 慶元イギリス書翰                         オンデマンド版

岩生成一  訳注　　

1966年刊 598頁　3015-3　定価15,750円（本体 15,000円）

ディンヴァーズとフォスター編集の『東邦に在る使傭人より東印度会社に送りし書翰集』
ほか三部の書翰集より、慶長 7年� 元和 2年のイギリス東インド会社の対日貿易に関す
る書翰 110通を収録。

第 5･6巻 ケンプェル江戸参府紀行 （上・下） オンデマンド版

呉  秀三  訳注

1966年刊 600頁（上）3016-0　定価15,750円（本体 15,000円）

  645頁（下）3017-7　定価15,750円（本体 15,000円）

ケンプェルは 1690年から 1692年まで滞在し、この間商館長ファン・ブイテンハイムの
江戸参府に随行した。本書は彼の『日本誌』の第 2冊第 5編江戸参府紀行、第 4編長崎、
及び日本外国貿易史、付録第 2章鎖国論を訳出。
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第 7巻 シーボルト江戸参府紀行            オンデマンド版  
呉  秀三  訳注　

1966年刊 616頁　 図版 4枚　3018-4　定価13,650円（本体 13,000円）

大著『日本』のうちの第 2部を全訳。

第 8巻 シーボルト日本交通貿易史        オンデマンド版

呉  秀三  訳注　              

1966年刊 548頁　3019-1　定価13,650円（本体 13,000円）

大著『日本』より第 1、3、6部の抄訳。

第 9巻 ヅーフ日本回想録 ・フィッセル参府紀行 オンデマンド版

斎藤阿具  訳注　             

1966年刊 411頁　3020- 7　定価13,650円（本体 13,000円）

本国をナポレオンに占領され、出島も英露の植民地争奪戦にさらされていた時代のオラ
ンダ商館の記録。ヅーフは商館長として 1799� 1817年の 19年間滞日、フィッセルは商
館書記として 1822年から 8年間の出島暮しをした。

第 10巻 ツンベルグ日本紀行                     オンデマンド版

山田珠樹  訳注　

1966年刊 535頁　図版 8枚　3021-4　定価13,650円（本体 13,000円）

桂川甫周、伊藤圭介の名と共に、ツンベルグの名は日本の医学界、動植物学界の一大恩
師として広く知られている。だが、日本文化の鋭い観察者であったことはあまり知られ
ていない。『ヨーロッパ・アフリカ・アジア旅行記　1770�79』の日本紀行の部分を訳出。

第 11巻 ドン・ロドリゴ日本見聞録 ・ビスカイノ金銀島探検報告 

                                                                      オンデマンド版

村上直次郎  訳注　 

1966年刊 381頁　図版 8枚　3022-1　定価13,650円（本体 13,000円）

17世紀初頭、金銀島の伝説がヨーロッパに広まるにつれ、オランダ、イスパニヤの通商
上の激烈な争いが起こり、金銀島発見の先陣争いによって、日本周辺は波乱にとんだ日々
をむかえた。2著はその当時の見聞・報告記。

第12･13巻 耶蘇会士日本通信 （上・下）      オンデマンド版

村上直次郎  訳　渡辺世祐  注

1966年刊 510頁　（上）3023-8　定価13,650円（本体 13,000円）

  570頁　（下）3024-5　定価13,650円（本体 13,000円）

1559-80年の京畿地方のキリシタン布教の根本的史料。信長上洛の年から本能寺の変の 2

年前までに宣教師が本国へ送った書翰集。 

006  東西交流叢書　全 13巻　A5判　上製

セット定価 97,230円（本体 92,600円）

１ 開国の使者  

─ハリスとヒュースケン─　　　　　 オンデマンド版

宮永 孝  著   
250頁   1986年刊                    3128-0　定価 7,035円（本体 6,700円）

幕末、開国の使者として歴史を動かした米国総領事タウンゼンド・ハリス
と彼の秘書兼通訳ヘンリー・ヒュースケンのドキュメント。ハリスの侍妾
お吉、ヒュースケンの愛妾、遺児の哀話。さらに条約締結の過程、ヒュー
スケンの暗殺の真相、お吉の偽首、おつるとヒュースケンの遺児の写真等、
新史料により発掘された歴史と人間の心を語る日米外交の秘話。

２ ネズミはまだ生きている  
─チェンバレンの伝記─

楠家重敏  著      

750頁   1986年刊                0573-1　定価 12,600円（本体 12,000円）

明治期英国人日本研究家の第一人者と評されるチェンバレンの本格的研究
書。日本への深い思いやりと戦前の軍国主義、国粋主義への批判によって
日本を理解した彼と、日本を愛し心酔してゆくハーンとの日本観の対立・
葛藤までも描く。不朽の『琉球研究』『日本事物誌』をはじめとする数々
の業績の概要、時代背景、文化的影響を詳説し、当時の真の日本のすがた
を知ることがで きる。

３ 明治の郵便・鉄道馬車
篠原 宏  著
350頁   図版 150点   1987年刊 

   0034-7　定価 7,350円（本体 7,000円）

謎のサザランド会社切手の紹介からはじまり、日本人による馬車会社、絹
糸輸出のためにつくられた郵便制度の地方への拡がり、外国人による商売
の模様などを詳説している。その範囲を鉄道馬車にまで拡げ、鉄道史と相
俟って交通史の欠落部分を補った点に特長がある。同時に、馬車の歴史を
とおして産業及び交通機関の発達史を豊富な図版とともに紹介。

４ 幕末の駐日外交官・領事官 
川崎晴朗  著   340頁   1988年刊   　　　　 オンデマンド版

   3172-3　定価 9,660円（本体 9,200円）

安政元年日本が米国と和親条約を締結し、開国の第一歩を踏み出して以来、
ハリス総領事を初めとして欧米諸国からの外交官･領事官が赴任した。その
数は 11 カ国に達し、公使館、領事館は江戸はもとより横浜、長崎、函館、神戸、
大阪にも開設された。これらの外国公館の実態を初めて明らかにする。
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 ５ 貝と十字架  ─進化論者宣教師･ギュリックの生涯─

アディソン・ギュリック  著　渡辺正雄、榎本恵美子  訳
450頁　1988年刊

0046-0　定価 5,250円（本体 5,000円）

ギュリック（1832 ～ 1923）はハワイで生まれ、巻貝の収集から進化を論
ずる少年博物学者に成長した。1862 ～ 63 年宣教師として来日し、中国伝
道のあと再び来日し、1899 年まで大阪、新潟で伝道する傍らで生物進化
論と社会進化論との調和をさぐった学説は、明治の学会に衝撃を与えた。
科学と宗教のはざまで苦闘した生涯を、日記、手紙、小論文などにより、
彼の息子が編んだユニークな伝記。

６ 英学の祖  ─オレゴンのマクドナルドの生涯 ─

エミリ・ダイ  著　鈴木重吉、速川和男  訳
480頁　1989年刊

0095-8　定価 10,500円（本体 10,000円）

インディアンの血をひくマクドナルドは対岸の鎖国日本に憧憬を抱いてい
た。1848 年 7 月漂流民を装って利尻島に上陸。長崎に護送され、後に通
詞森山栄之助らに英語や英米事情を伝えた。開国の発端を築いた最初の英
語教師の激動の生涯と、日本人との友情を綴る大作。

 ７ 踏み絵  ─外国人による踏み絵の記録─        オンデマンド版

島田孝右、島田ゆり子  著
174頁　1994年刊

　3129-7　定価 6,300円（本体 6,000円）

外国人による踏み絵の記録は、古くはモンタヌス『日本誌』やチェンバレ
ン『日本事物誌』を初めとして数多く残されている。著者は、日英交渉史
の研究を通して「踏み絵」の記述の多さに気付き、彼らがこの儀式をどの
ように受け止め、伝えたのかに興味を抱いた。本書は、主にイギリス人、
オランダ人らが書き遺した 17 ～ 19 世紀の「踏み絵」の記録を収集し、考
察する。

８ ポルスブルック日本報告   1857� 1870  オンデマンド版

 ─オランダ領事の見た幕末事情 ─

ヘルマン・ムースハルト  編　生熊  文  訳
260頁　1995年刊

3127-3 　定価 7,140円（本体 6,800円）

駐日オランダ領事ポルスブルックの日記と手紙による貴重なドキュメン
ト。外交官として知り得た雑多な情報を整理し、当時の状況を公平に判断
している。その冷静な批判精神は幕末の世相や事件に限らず、自国人の人
物評にまで及んでいる。なお、ポルスブルック収集による写真コレクショ
ンの中から本書に関連のある写真 60 枚を厳選し収録した。

９ 横浜ものがたり  ─アメリカ女性が見た大正期の日本 ─

セオダテ・ジョフリー  著　中西道子  訳
260頁　1998年刊　

0251-8　定価 3,045円（本体 2,900円）

1918 年、ドロシー（セオダテ・ジョフリーの本名）は横浜に降り立った。
当時、横浜の外国人居留地は、ロシア革命の影響で人種のるつぼと化して
いた。彼女は、山の手の社交界のメンバーにしか知り得なかった居留地民
の生態に鋭く迫り、社会情勢を交え、冷静かつユーモアのある筆で描き出
している。また、彼女独特の視点による日本人達の観察も貴重なレポート
となっている。写真多数。

10 アーネスト・サトウの生涯   
─その日記と手紙より─

イアン・C・ ラックストン  著　長岡祥三、関口英男  訳
580頁　2003年刊

0316-4　定価 8,925円（本体 8,500円）

サトウ（1843 ～ 1929）の生涯を、少年時代から晩年に至るまで、日記と
手紙を中心に辿る。伊藤博文・西郷隆盛・大隈重信との交流、キリシタン
版の先駆的研究、義和団事件の後処理など、未だ語り尽くされぬ業績の細
部までを描く。

11 W.G.アストン  ─日本と朝鮮を結ぶ学者外交官─

楠家重敏  著
440頁　2005年刊　

0398-0　定価8,400円（本体 8,000円）

明治時代にイギリス人三大日本学者とされたアーネスト･サトウ、チェン
バレン、そしてアストン。資料の不足等から他の２人の影にかくれてい
たアストンだが、著者が丹念に積み重ねた研究から、アストンの新しい知
見が出現した。西欧人として初めて『日本書紀』の完全英訳を成功させ、

『日本語口語小文典』『日本語文語文典』等の編纂にも従事し、チェンバレ
ンに教えを示すほどの実力を持っていたアストンの優れた業績を本書が語
る。

12 禁教国日本の報道 
 ─『ヘラルド』誌（1825 年－1873 年）より─

 塩野和夫  訳・解説

346頁　2007年刊
0443-7　定価6,300円（本体 6,000円）

19 世紀前半に世界各地で宣教活動を展開したアメリカンボードの機関誌
である『ヘラルド』誌。本書は、1825 年から、禁教令が撤廃された 1873
年までの『ヘラルド』誌の日本関連記事を翻訳し、各記事ごとに解説を加

えている。欧米の側からとらえた記録は、日本側の史料だけでは見えてこない視点を提供する。
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 東西交流叢書 最新刊

13 馬を買いに来た男
 ─イギリス陸軍将校の幕末日本日記─

 E・B・ド・フォンブランク  著　宮永  孝  訳

250頁　2010年刊
0549-6　定価4,725円（本体 4,500円）

日英修好通商条約締結（1858 年）の 2 年後に、軍用馬を調達する
ため日本を訪れたイギリス将校フォンブランクの見聞記。馬の買付
けをめぐるイギリス側と幕府の駆け引きや日本馬の特徴など馬に関
しての記述が興味深い。さらにヨーロッパ人で初めて富士山に登頂
したオールコック公使のこと、皇女和宮の輿入れの様子等、実際に
見た幕末の光景を描いている。

007 阿蘭陀宿長崎屋の史料研究
片桐一男  著
A5判　上製　350頁　2007年刊　 0451-2　定価12,600円（本体 12,000円）

史料を丁寧に読み解いていく中から見えてくる長崎屋の姿。長崎屋をめぐる諸問題、興味深いエピ
ソード、長崎屋の娘の手紙なども取り上げ、長崎屋の重要性と歴史的意義を見出す。

008 アーネスト・サトウの読書ノート
 ― イギリス外交官の見た明治維新の舞台裏 ―

楠家 重敏  著
A5判　上製　420頁　2009年刊 0528-1　定価8,400円（本体 8,000円）

イギリス外交官であり日本学者であるサトウの活動の軌跡を丹念に追っていった著者が、日記や手
紙、イギリス外交文書に頼っていた従来のサトウ研究を、さらに大きく進展させるべく新知見を提
示する。

著名な回顧録である A Diplomat in Japan （『一外交官の見た明治維新』）の再検討は元より江戸幕府の
外交文書『続通信全覧』とサトウ文書の洗い出しを通して、外交官としての新たな活動をも掘り出
した。サトウ関係の目録と年譜付き。

009 築地外国人居留地 
  ─明治時代の東京にあった外国─

川崎晴朗  著
A5判　上製　260頁　2002年刊

0308-9　定価 4,620円（本体 4,400円）

グリフィス、トイスラー、カロザース、リリー・サマーズ、フォールズ
らの行跡や、銀座の火事などを取り上げ、居留地の変遷を描く。米
国公使館・立教学院・聖路加病院の創設期の状況が明らかになる。

ラフカディオ・ハーン / 小泉八雲

010 小泉八雲草稿・未刊行書簡拾遺集 資料影印版

B5判　上製　各巻定価 12,600円（本体 12,000円）

第２巻　未刊行書簡　1991年刊　0105-4 

銭本健二、染村絢子、梶谷泰之、野津直久、小泉 凡、村松真吾、G.ヒューズ  編集
チェンバレン、大谷正信、小泉セツ、西田千太郎、他宛 1885� 1904年　80通　チェンバレン
筆ハーン伝総索引

第３巻 ノート類　1992年刊　0124-5

銭本健二  解説
クリオールのノート、隠岐旅行メモ、

東京大学講義ノート

011 知られざるハーン絵入書簡  
 ワトキン、ビスランド、グールド宛  1876-1903

桑原春三  所蔵　関田かおる  編著
B5判　上製　480頁　1991年刊 0113-9 　定価 15,750円（本体 15,000円）

小泉八雲 54年の生涯でもっとも謎につつまれた時期の書簡で、彼の魂を浮彫りにしてくれる青
年時代のワトキン宛、心の恋人ビスランド宛、眼科医グールド宛、合計 60通の書簡とメモ類 11

点を収録。日本語訳付

012 ハーン論説集
 Lafcadio Hearn's American Articles 復 刻 版

西崎一郎  編
B6判　上製　全 5冊　1,234頁　本文：英語　1992年刊　
         1067-4　セット定価24,150円（本体 23,000円）

新聞記者時代のハーンの論説集。アメリカの新聞に載った未刊行の約 200編の論説。

013 ヘルンに宛てたチェンバレン教授の手紙（正･続）
 Letters from B.H. Chamberlain to Lafcadio Hearn 復 刻 版

小泉一雄  編　本文：英語
菊判　全 2冊　図版入　1992年刊 1065-0　定価 28,350円（本体 27,000円）

Letters from B.H. Chamberlain to Lafcadio Hearn.（正編）158頁
ハーンの苦境を知った親友チェンバレンの手紙。八雲来日の 1890� 96年までの手紙約 55通。

More Letters from B.H. Chamberlain to Lafcadio Hearn and Letters from M. Toyama, Y. 
Tsubouchi and Others.（続編）208頁
チェンバレン教授、外山博士、坪内博士による 1890� 1904年の小泉八雲宛ての手紙約 117通。

014 ラフカディオ・ハーン再考
 Lafcadio Hearn Re-examined (POETICA No. 65)

2006年刊　98頁　本文：英語 0440-6　定価4,725円（本体 4,500円）
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3 MANVALE AD SACRAMENTA ECCLESIAE 
MINISTRANDA （サカラメンタ提要）

1605年　長崎　ラテン語・ローマ字　原本：上智大学
キリシタン文庫蔵

0419-2　定価52,500円（本体 50,000円）　
1605年に長崎のコレジヨで出版された。日本という宣教地の事情を十
分に考慮して組み入れ、その地で準備された最初の典礼定式書である。
「サカラメンタ」を執り行うときに唱えられる祈りに楽譜が添えられて
おり、当時の会に共通のラテン語の祭儀用祈祷文や式文を主体としつつ
も、日本への適応方針が随所に見られる。日本ではじめての二色刷りの
典礼書であり、洋式楽譜である。

016 キリシタン版 『サカラメンタ提要  付録』
 ―影印・翻字・現代語文と解説―

解説： 祖敏明　原本所蔵：中国国家図書館

菊判　上製　200頁　2010年刊  

0535-9　定価7,140円（本体 6,800円）

世界に 8冊しか現存しない『サカラメンタ提要』、その中でも唯一「付録」
が付された本が 1936年、上智大学のヨハネス・ラウレス神父によって
北京の北堂図書館に所蔵されていることが判明し、その際に撮影された
写真のみが伝えられてきたが、原本はその後所在不明となっていた。中
国国家図書館での所蔵が判明した後、鮮明な影印版及び翻字・現代語文
が刊行されるのは今回が初めてで、「付録」の意義や伝来の経緯を記し
た解説付き。国語学研究、日本史研究にも必須な資料。

017 金言集
 APHORISMI CONFESSARIORUM, in Collegio Iaponico 

[Nagasaki], 1603
460頁　165Å 105mm（原寸大）　上製箱入り　解説付き　2010年刊~
原本：北堂図書館旧蔵 中国国家図書館　（北京）蔵

0531-1　定価42,000円（本体 40,000円）

1603年に日本で印刷されたキリシタン版でありながら、20世紀に入るま
でその存在すら知られず、さらに、現在まで所在が確認されるものは世
界にただ１冊のみ、まさに「天下の孤本」である。

本書は、16世紀のイエズス会員で、有名な神学者にして聖書学者でも
あったマヌエル・デ・サ（Manuel de Sa, c. 1528-1596）によって著され、
1595年にはじめてヴェネツィアで出版された。彼の死後も幾多の版を
重ね、現在でいうベストセラーとも言えるほどの書となっている。その
1600年刊のマドリド版に基づいてキリシタン版として長崎で 1603年に
復刻されたものが、本書の原本である。

内容は、Abbas（大修院長）からXenodochium（病院）まで、都合312項
目に分類してアルファベット順に並べたものである。これらの項目に関
する「ゆるし」とは何であるかを示すために、先賢の著作から多くの知
恵ある言葉や文章を集めたものという意味で、「金言集」と呼びならわされてきた。

015  復刻版「キリシタン版精選」
全 3点　4冊　解説（ 祖敏明著　和文・英文）付き
 0424-6（set）セット定価 173,250円（本体 165,000円）

ザビエルが天文 18年（1549）にわが国にキリスト教を伝えてから徳川幕府による鎖国の完成まで
の約１世紀の間、日本におけるキリスト教布教に最も活躍したのはイエズス会であった。その布教
活動の一環として、巡察使ヴァリニャーノの主導により天正 18年（1590）に招来した西洋式活版
印刷機を用いて、イエズス会は伝道に必要な教義書、日本語を研究するための文学書や辞典類を刊
行した。これらが今日キリシタン版と呼ばれる刊行物で、世界に現存するものは 30余種 70数点が

確認されている。 詳細は をご覧下さい。

　1 SANCTOS NO GOSAGVEO NO VCHI NVQIGAQI
　 （サントスのご作業の内抜書）

全 2巻　合本 1冊　1591年　加津佐　
日本語（ローマ字）
原本：マルチャーナ国立図書館蔵

0420-8　定価47,250円（本体 45,000円）

本書の今日まで伝わる原本は、2006年現在、世界に２部のみ。今回
の復刻版は、そのうちのひとつ、イタリアのマルチャーナ国立図書
館所蔵本を底本とする。、現在に伝わるキリシタン版のうち最古の書
である。また、1592年 5月にコレジヨは加津佐から天草に移転して
いるので、出版地を加津佐に特定できるものは現在、この『サント
スのご作業』のみと考えられる。内容はいわゆる聖人伝。

  2 ぎやどぺかどる (GVIA DO PECADOR)
全 2巻　1599年　長崎　日本語（国字）
上巻　和装幀　原本：天理図書館蔵

　0417-8（分売不可※）

下巻　洋装幀　原本：イエズス会日本管区蔵　付
「おらしよ断簡」　

下巻のみ　0418-5　定価36,750円（本体 35,000円）

上・下 2冊本で 1599年前半に刊行された、スペイン人ドミニコ会
士ルイス・デ・グラナダの名著 Guia de Pecadores からの日本語抄訳。
ほかのキリシタン版と比べて最も多く残っているのも、本書が普及
していたことをよく物語っている。今回の復刻にあたって、上巻は
1976（昭和 51）年に「天理図書館蔵きりしたん版集成」の１冊とし
て複製・刊行された複製版を底本にしており、下巻はイエズス会日
本管区所蔵本を底本にした初の複製である。

※「キリシタン版精選」全巻セットのみの販売となります。
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018 シーボルト『日本』　全 8巻
監　　修： 岩生成一　図版監修：斎藤 信

翻訳担当： 石山禎一、尾崎賢治、加藤九祚、金本正之、斎藤  信、
 末木文美士、妹尾守雄、中井晶夫、八城圀衛

編集協力： 久米康生
本文：菊判　図録：菊倍判　上製　函入　
　　　　　 セット定価 68,250円（本体 65,000円）

日本の歴史・地理・言語・宗教から動植物に至るまで、
豊富な図版と共に 19世紀「日本」を集大成。初めての完訳。

第１巻 日本の地理とその発見史／日本への旅 
中井晶夫  訳・解説　

 1012-4  （品切れ）

シーボルト自らの航海記、日本の歴史・地理の紹介が中心。その記述にあたって、ケンペル、
リンスホーテンらヨーロッパ人の著作はもちろん、『和事始』、『和漢年契』、『神皇正統記』
や、新井白石、林子平らの日本人の著作にもあたっている。 1977年刊

第２巻 日本民族と国家／江戸参府紀行 １
中井晶夫、斎藤 信  訳　斎藤 信  解説

  1013-1　定価 7,350円（本体 7,000円）

『日本民族と国家』は日本人の弟子たちが示した日本の書物を中心に構成、当時の日本の
知識人の日本史のとらえかたがうかがわれる。また『江戸参府紀行　その一』は 1826年
のもので、長崎から往路の室（兵庫県）までの記録である。 1978年刊

第３巻 江戸参府紀行 ２／日本の神話と歴史 
斎藤 信  訳　金本正之  訳・解説　
  1014-8　定価 7,350円（本体 7,000円）

『江戸参府紀行　その二』は 1826年往路の室（兵庫県）から江戸まで、江戸から長崎へ
の帰路の記録。『日本の神話と歴史』は鳴滝塾の美馬順三による『日本書紀』初のヨーロ
ッパ語訳を基礎としている。シーボルト自身が日本歴史全体を概括的に考察し、また日
本の年号、計時法、時刻、暦などの詳細な説明が付されている。 1978年刊

第４巻 勾玉／日本の度量衡と貨幣／日本の宗教／茶の栽培と製法／
 日本の貿易と経済

中井晶夫、妹尾守雄、末木文美士  訳　石山禎一  訳・解説
  1015-5　定価 7,350円（本体 7,000円）

『勾玉』は伊藤圭介のオランダ語論文に基づく考古学研究の先駆。『日本の度量衡と貨幣』
では、外国の度量衡との比較、日本近世独特の三貨本位制の下での貨幣流通の実態が細
かく記述されている。『日本の宗教』では、神道・仏教に重点を置き、シーボルト自身の
見方が示される。『茶の栽培と製法』ではシーボルトが４つの変種に命名していることが
注目される。『日本の貿易と経済』では、十九世紀の日蘭貿易の項で、シーボルト自身が
長崎に滞在したことから、彼の見解、商館長についての評価、日本及び日本人観など興
味深い記述が見られる。 1978年刊

第５巻 朝鮮
尾崎賢治  訳 1016-2　定価 7,350円（本体 7,000円）

シーボルト自身が漂流朝鮮人漁民や商人と直接面談したり、対馬の日本人役人、釜山の
日本人商人から伝え聞いたりして得た知識と、ホフマンによる朝鮮の言語と歴史に関す
る知識がおさめられている。 1978年刊

第６巻 蝦夷・千島・樺太および黒竜江地方／琉球諸島
加藤九祚、八城圀衛  訳　 1017-9　定価 7,350円（本体 7,000円）

『北辺地域』の第１章『樺太とアムール地方事情』は、間宮林蔵の『東韃紀行』と『北蝦
夷図説』のシーボルト自身によるドイツ語訳と詳細な注が主となっており、今日でも貴
重な資料である。『琉球諸島』は、新井白石の『南島誌』、林子平の『三国通覧図説』を
はじめとする江戸時代の学者の琉球に関する著述が基本となっている。 1979年刊

図録 第１巻 （テキスト 第 1 � 2巻に対応）
斎藤 信  監修　69図・図版説明 60頁・付図 19点　1978年刊　
  1018-6 　定価 10,500円（本体 10,000円）

主として長崎の画家・川原慶賀に委嘱して描かせたもの。当時の日本をはじめ、周辺地
域の民族の風貌やその風俗、生活、用具、山川風物などを緻密に描写。

図録 第２巻 （テキスト 第 3 � 4巻に対応） 

斎藤 信  監修　168図・図版説明 60頁　1978年刊
  1019-3　定価10,500円（本体 10,000円）

図録 第３巻 （テキスト 第 4 � 6巻に対応）
斎藤 信  監修　129図・図版説明 100頁　1979年刊
  1020-9　定価10,500円（本体 10,000円）

019 井上毅のドイツ化構想
森川  潤  著　
A5判　上製　246頁　2003年刊　 0312-6　定価 4,200円（本体 4,000円）

井上毅が岩倉具視、大久保利通、伊藤博文等の信任を得て、プロイセン欽定憲法の理論にもとづく
憲法構想を先鋭化し、明治 14年政変へ邁進した過程を跡づける。

020 ドイツ文化の移植基盤                            オンデマンド版

 ─幕末・明治初期ドイツ・ヴィッセンシャフトの研究─

森川  潤  著
A5判　上製　368頁　1997年刊 3009-2　定価9,450円（本体 9,000円）

明治 14年の政変以降、我が国の学術・技術の移入元はドイツ一辺倒へと急速に傾斜していく。そ
れは単に政策主導によるものではなく、それを受け入れる基盤が成立していたからでもあった。明
治初期の留学生にスポットをあて、ドイツ文化の移植基盤の成立過程を綿密に検証。

021 明治期のドイツ留学生
  ─ドイツ大学日本人学籍登録者の研究─

森川  潤  著
A5判　上製　318頁　2008年刊
0507-6　定価5,250円（本体 5,000円）

開国後の日本近代国家構築時に、西欧の学術や技術を取り入れようと
役割を担った青木周蔵、森林太郎、梅謙次郎らドイツ留学生たち 445

名のリスト。学籍登録大学、時期、専攻・学部、出身地、滞在住所な
どをまとめた貴重な資料。
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023 長崎オランダ商館日記   1801年� 1823年　全 10巻

日蘭学会  編　日蘭交渉史研究会  訳注

代表：岩生成一、小葉田淳、荒野泰典、

　　　大鳥蘭三郎、金井 圓、庄司三男、

　　　中村孝志、長岡新治郎、永積洋子、

　　　沼田次郎、尾藤正英、松井洋子、

　　　森岡美子、横山伊徳

A5判　上製　平均 420頁
セット定価 85,050円（本体 81,000円）

西洋列強が日本に通商を迫り、オランダ本国がフランスやイギリスの支配下に直面した 19世紀初
頭の報告記録である。歴代の商館長は困難な状況の中、それぞれに持ち前の商才を発揮して幕府
との交易を独占した。本書は彼らの本国へのレポートであるが、商館の運営と共に日本との折衝
から政情、文化、風俗にいたるまで詳細に記述され、当時を知る第一級の史料となっている。

第１巻 ワルデナールの公務日記（1801 � 1803年）
 1989年刊  0059-0　定価 8,925円（本体 8,500円）

第 2巻 ドゥフの公務日記（1804 � 1806年）
 1990年刊  0103-0 　定価 8,400円（本体 8,000円）

第 3巻 ドゥフの公務日記（1807 � 1809年）
  1991年刊  0115-3 　定価 8,610円（本体 8,200円）

第４巻 ワルデナール／ドゥフの秘密日記（1800 � 1810年）
 1992年刊　  0123-8 　定価 8,400円（本体 8,000円）

第５巻 ドゥフの公務日記・秘密日記（1810 � 1813年）
 1994年刊  0135-1　定価 8,400円（本体 8,000円）

第６巻 ドゥフの公務日記（1814 � 1817年）
 1995年刊  0141-2　定価 8,400円（本体 8,000円）

第７巻 ブロムホフの公務日記（1818年）
 1996年刊  0164-1　定価8,400円（本体 8,000円）

第８巻 ブロムホフの公務日記（1819 � 1820年）
 1997年刊  0217-4　定価 8,400円（本体 8,000円）

第９巻 ブロムホフの公務日記（1820 � 1822年）
 1998年刊  0233-4　定価 8,400円（本体 8,000円）

第 10巻 ブロムホフの公務日記（1822 � 1823年）
 1999年刊  0264-8　定価 8,715円（本体 8,300円）

022  海外渡航記叢書（現代語訳） 全 5冊　A5判　上製
　 セット定価 32,025円（本体 30,500円）

１ 北槎聞略（ほくさぶんりゃく）
桂川甫周  著　宮永  孝  解説・訳
A5判　上製　480頁　口絵 41点　1988年刊
 0053-8　定価6,825円（本体 6,500円）

大黒屋光太夫の見たロシア。伊勢の神昌丸の船頭であった光太夫が、天明 2年（1782）に出帆しロ
シアに漂流、寛政 4年（1792）にロシアの使節ラクスマンに伴われて帰国するまでを、蘭学者桂川
甫周が編集したロシア事情の優れた紀行書。映画化された井上靖の名作『おろしあ国酔夢譚』は、
この『北槎聞略』から生まれた。

２ 環海異聞（かんかいいぶん）
大槻玄沢、志村弘強  著　池田 晧  解説・訳
A5判　上製　387頁　口絵 61点　1989年刊
　 0098-9 　定価 6,300円（本体 6,000円）

寛政 5年（1793）の冬、仙台の若宮丸の舟子たちは、江戸への出航の折、逆風に遭いロシアに漂着。
文化元年（1804）に帰着するまでの海外での見聞に大槻玄沢らが整理・考証を加えた記録。

３ シルクロード紀行 Ｉ  ─ 中亜細亜紀事、波斯紀行 ─

西徳二郎、福島安正  著　金子民雄  解説・訳
A5判　上製　545頁　口絵 20点　1990年刊 
 0099-6　定価 6,300円（本体 6,000円）

日本人として初めて単身でシルクロードを踏査した 2つのレポート。「中亜細亜紀事」は明治 13
（1880）年、後の外務大臣西徳二郎がソ連領中央アジアを調査してまとめた地誌で、「波斯紀行」は
明治 29（1896）年、陸軍の福島安正がイラン地方を旅行した記録である。

４ 南海紀聞・東航紀聞・彦蔵漂流記
青木定遠、岩崎俊章、浜田彦蔵  著　池田 晧  解説・訳
A5判　上製　560頁　1990年刊 0118-4　定価 7,350円（本体 7,000円）

多くの漂流記の中でも、想像を絶するほどの体験と多くの見聞をもたらした漂流記の傑作編。「南
海紀聞」は 1764年ミンダナオ島、「東航紀聞」は 1841年メキシコ・カリフォルニア半島、「彦蔵漂
流記」はアメリカ彦蔵による 1850� 1859年のアメリカの諸事情を活写する。彦蔵はアメリカ大統
領に会った最初の日本人となる。

５ ジョン万次郎漂流記
E・V・ウォリナー  著　宮永  孝  解説・訳
A5判　上製　410頁　口絵 70点　1991年刊　
　 0119-1　定価5,250円（本体 5,000円）

ジョン万次郎の見たアメリカ。土佐国中浜村の漁師であった万次郎は、天宝 2年（1841）出漁中に
遭難、アメリカの捕鯨船に救助されてフェアヘブンに上陸し、アメリカで教育を受けた。万延元年
（1860）日本初の遣米使節団に通訳として同行する。本書巻末には、万次郎が編んだ日本最初の英
会話集『英米対話捷径』を付した。
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024 近世日英交流地誌地図年表　1576� 1800
島田孝右、島田ゆり子  著
B5判　上製　306頁　2006年刊 0399-7　定価21,000円（本体 20,000円）

1800年以前に英国で刊行されたおびただしい文献の中に収録されている日本地図、アジア地図、世
界地図とそれに関連する文章を日本語訳し、新たに収録した。また、各年代毎に世界及び日本の出
来事を年表形式で簡潔にまとめ、関連文献なども豊富に記載。資料解題、注記による補足説明など
を充実させて、他に類書のない学術文献として、日英交流史、地理学、英文学、紀行文学などに不
可欠の資料。

025☆通信全覧　正・続
全 60巻 +総目録･解説（全 61冊） B5判　上製　各巻平均 850頁　2002年刊 
 3205-8　セット定価1,890,000円（本体 1,800,000円）

「通信全覧」は徳川幕府の外国方が編纂した最初の歴史的な外交文書であった。内容は、公使らと

の往復書翰、対話書から条約を締結するための諸問題、締結後の居留地、開市開港、貿易、関税、

産物、宗教、船舶、渡航、お雇い外国人、留学、殺傷事件の報告等にいたるまで収録したもので、

日本の歴史を国際的視野で捉えた、史料の宝庫である。

通信全覧総目録・解説　田中正弘  著　A5判　上製　650頁

原本 20万頁、安政 6年から明治元年までの 2000項目以上の史料事項の検索を可能にした総目録。「通
信全覧」の概要や沿革を解説、幕府外国事務官吏一覧表など 4つの貴重な付録資料も掲載した。

026 日本の殉教者（マルチレス）120人の記録
 （1632 年 9 月－ 1633 年 10 月の殉教者リスト）

 Martirio nel Giappone di 120 nel 1632 e 1633
祖敏明  解説
原本：上智大学キリシタン文庫蔵
原寸 270 ミリÅ 395 ミリを 8頁仕立て~

（１折 2丁Å 2 枚）~

A5 判　74 頁　2008 年刊
0505-2　定価 21,000 円（本体 20,000円）

島原の乱前夜、江戸幕府による苛烈な

宗教弾圧の記録
本文書は、1632 年 9 月から 1633 年 10 月に日本で
殉教した宣教師やキリシタンたちの記録である。イ
タリア語で書かれているが、この内容はローマのイ
エズス会古文書館に所蔵されているポルトガル語の文書のもとになったと思われる。120 名に及ぶ
殉教者のうちイエズス会会員 24 名、ドミニコ会会員 6名、アウグスチノ会会員 2名、フランシス
コ会会員 3名、アウグスチノ隠修士会会員 4名、他は一般信者で、殉教者たちの短い伝記と、穴吊
るし（逆吊るし）、斬首、火刑など苛酷な拷問を科される殉教のありさまを記録。キリシタンに対
する幕府の迫害が絶頂に達した時期における殉教の様子がよくわかる。解説には原文翻字と日本語
訳を入れ、本文書とほぼ同じ内容の二つの参考文書を掲げて三種類の比較対照表を付した。

027 幕末明治期  海外渡航者人物情報事典    CD-ROM 版

手塚 晃、石島利男  共編

 ディスク 1枚　2003年

978-4-906122-49-3　定価 12,600円（本体 12,000円）

幕末から明治期にかけ、諸方面に西欧文明をもたらし、日本の発展に
多大な影響を与えた日本人海外渡航者の具体的な足跡を辿ることは日
本近代化の解明へと繋がっていく。海外渡航者 6,573名の渡航先から
その後の業績までを収録した詳細なデータベースである。
動作環境：日本語版Windows 98以降を推奨。詳細はお問い合せ下さい。

028 幕末和蘭留学関係史料集成                    オンデマンド版

日蘭学会  編　大久保利謙  編著
A5 判　上製　1270頁　1982年刊　 3122-8　定価22,050円（本体 21,000円）

ヨーロッパの近代科学を導入するため、幕府がはじめてオランダへ派遣した留学生たち。彼らは後
に明治期の近代化をリードする存在となった。赤松則良（大三郎）文書を中核として、西周、津田
真道、榎本武揚、内田恒次郎、澤太郎左衛門、林研海、伊東玄伯ほかの関係資料を集成して、その
全容を解明する基本文献である。

029 続幕末和蘭留学関係史料集成               オンデマンド版

日蘭学会  編　大久保利謙  編著
A5 判　上製　894頁　1984年刊 3123-5　定価17,850円（本体 17,000円）

030☆ 碧
へきがん

眼日本民俗図絵  
吉村善太郎  編　
B5 判　上製　500 頁　1987 年刊

0041-5　定価 9,660 円（本体 9,200 円）
16世紀から 19世紀にかけて欧米人によって描かれた日本研究図録。
京都外国語大学附属図書館所蔵の文献 60点から生活・民俗・風土に
視点を定め 1290枚を精選し、解説を付した。

031 領事報告資料 収録目録
角山 栄、高島雅明　監修　
B5 判　上製　494 頁　1983 年刊 0521-2　定価 6,090 円（本体 5,800 円）
日本は、英国などの先進諸国にくらべると一世紀余も立ちおくれて近代化にむかった。したがって、
明治期には各国の主要都市に設けられたわが公使館・領事館からの報告が海外の諸事情を知る上で
貴重な情報であった。外務省は、これらの報告のうち通商に関するものを『通商彙編』『通商報告』『通
商彙纂』と題して刊行し、関係者の参考に供した。これらは明治期の海外市場進出の原動力になっ
た重要な資料である。本書はマイクロフィルムの収録目録をかねている。



日欧交渉史
YP-280

22ISBN 978-4-8419-

日欧交渉史
YP-280

23

032☆ 版画集　エミール・オルリック「日本便り」　 復 刻 版

 Orlik, Emil: Aus Japan
桑原節子、E・フリーゼ  監修・解説
350Å 300 mm　1996年刊　解説本文：日本語・英語・ドイツ語対訳~

0156-6　定価38,850円（本体 37,000円）

オルリック（1876-1932）はプラハ生まれの
画家、版画家、印象派に属する。ジャポニス
ム・ブームのなかで、二度にわたって来日し、
浮世絵の多色木版刷り技法を学ぶ。「日本便
り」はその滞在の成果であるが、この作品は
エッチングと石版技法を駆使して当時 50部
のみ制作されたものである。解説は日独の専
門家によって３カ国語（日・独・英）で書かれ、
オルリックの生涯と創作活動をたどるととも
にヨーロッパのジャポニスムへの影響を説い
ている。複製にあたっては、台紙への貼り込
み、装丁（帙）まで、忠実に再現している。

033 ケンペル『日本誌』                                   復 刻 版

 De beschryving van Japan
1733年版　500 p., XLV, [1] folded leaves of plates.　
350Å 235mm,  上製　本文：オランダ語　2000年刊　~

0432-1（90-5194-196-X）　定価 28,350円（本体 27,000円）

ケンペルがドイツ語で書いた『日本誌』の原稿は、最初にショイヒツェル（J.C. Scheuchzer）が英
訳し、The History of Japanとして 1727年に公刊。その翌々年に仏語版と蘭語版がデン・ハーク（la 

Haye, 's-Gravenhage）で出版され、オランダ語版は、その後 1733年にアムステルダムで再刊された。
本書の復刻版原典はこの 1733年版を底本としており、『洋学史事典』（雄松堂出版・1984）によると、
「この再刊本が安永 7年（1778年）あるいは明和年間のころ以降時折我国に輸入され、ついで抄訳
本もできて、蘭学者その他知識人に少なからぬ感化を与えたのであった」とある。

034 チェンバレン  日本事物誌  初版�第 ６版（第５版増補版を含む）

 Chamberlain, Basil Hall                               復 刻 版

 Things Japanese: Being Notes on Various Subjects Connected with Japan
B・H・チェンバレン  著　楠家重敏  解説
A5 判　上製　全７冊　付解説（A5 判　36 頁）  
本文：英語・解説：日本語 　2001 年刊 0284-6   定価 126,000 円（本体 120,000 円）
1873年から 1911年まで日本に滞在した最も重要なジャパノロジストの一人、チェンバレン（Basil 
Hall Chamberlain, 1850-1935）による日本文化事典「日本事物誌」の初版（1890年）から死後に出さ
れた第 6版（1939年）までをすべて復刻。それぞれに新設項目があり、チェンバレンによる興味
の推移や研究の進歩を見てとることができる。

＊ 外国語文献 035 實事求是　全 3巻                                        オンデマンド版

 The Chinese and Japanese Repository of facts and events in 
science, history and art, relating to Eastern Asia
Ed. by James Summers. Originally Published: London.
Vols. 1-3 (i.e. Nos. 1-29; July 1863-Dec. 1865)　A5判　上製　本文：英語
 3004-7 (set)　定価31,500円（本体 30,000円）

明治初期の我国英語教育に貢献したサマーズが主宰した英語情報雑誌。長い間鎖国を続けてきた日
本でも、列強の要求により開国の兆しがみえ始め、1859年には横浜やその他の港が通商港および
居留地区として列国に解放されていた。激変する極東情勢を見逃すことなく、英国の政治家や一般
大衆にその独特の鋭い観察眼を通して極東情勢を詳述している。

036 ジャパン・パンチ
 The Japan Punch                                          オンデマンド版

1862 � 1887年（文久 2年 5月�明治 20年 3月）
B5判　上製　全 10巻　3,100頁　本文：英語　1975年刊
 3197-6　定価 178,500円（本体 170,000円）

『イラストレイテット・ロンドン・ニュー
ス』の特派員画家として 1861年に来日し
たワーグマン (Charles Wirgman, 1832-1891) 

は東禅寺事件などの政治・歴史的事件の
みならず、風俗や日常生活を 25年間も報
道し続け、高く評価されている。彼が文久
2年（1862年）、英国の風刺雑誌『パンチ』
をモデルに創刊した本誌は、「ポンチ絵」
といわれる独特のタッチに諧謔と風刺を
織り込み、幕末・明治の動乱期を生き生き
と伝えている。その後の明治の風刺雑誌に
与えた影響は大きく、日本における漫画の
起源とも言われる。

037 ジャパン・レビュー                                  オンデマンド版

 The Japan Review. Oct.1916 - Apr. 1922
A Monthly Journal Devoted to the Promotion of Japanese-American Co-Operation. 
Formerly: The Japanese Student: a bimonthly for Japanese students in America.
Edited by Katsuji Kato.
加藤勝治  編　奥泉栄三郎  日本語解説
シカゴ刊　B5判　上製　全 6巻　付総索引　本文：英語　1995年刊
 3121-1　定価 115,500円（本体 110,000円）

戦前に在米の日本人学生によって編集された英文隔月刊誌（途中より月刊）。日本についてのアメ
リカ人の理解を深め、日米協力を進める目的で創刊されたもので、日米関係とその問題などについ
て様々な意見や情報を掲載している。寄稿者は、新渡戸稲造、渋沢栄一、後藤新平、Ｗ･Ｅ･グリフ
ィスをはじめ、当時の知識人・政治家・外交官・実業家などで、戦前の日米関係、文化交流などに
ついて研究する絶好の貴重資料である。
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038 週刊　ザ・ファー・イースト                復 刻 版

 The Far East                                                                      オンデマンド版

A Weekly Review of Politics and Commerce and Record of Current Events
第 4回配本　5巻　vol.16-20（大正 8年 10 月 25 日�大正 10 年 1 月 22 日）
 3217-1　セット定価 283,500 円（本体 270,000 円）
第 3回配本　5巻　vol.11-15 （大正 6年 4月 8日�大正 8年 10 月 18 日）
 3211-9　セット定価 383,250 円（本体 365,000 円）
第 2回配本　5巻　vol.6-10（大正 3年 9月 19 日�大正 6年 3月 31 日）
 3199-0　セット定価 383,250 円（本体 365,000 円）
第 1回配本　5巻　vol.1-5（明治 45 年 3 月 2 日�大正 3年 9月 12 日）
 3130-3　セット定価 383,250 円（本体 365,000 円）
以後継続刊行 Vols. 21-31(=Nos. 456-588; 1921-1923）All & last Published.

〈大正時代の極東情勢を赤裸々に伝えた週刊アジア情報誌〉1912（明治 45）年 3 月に東京で創刊さ
れ、関東大震災の直前の 1923（大正 12）年 8 月 25 日号まで発行された英文総合週刊誌。全 31 巻

（通巻全 588 号）。編集兼発行人は英国人ジャーナリストのジョン・N・ペンリントン。毎週土曜日
に発行され、当時の日本および極東情勢をリードした。10 余年にわたり定期的に刊行を続け富裕
層である在日欧米人と海外の研究機関など確かな定期購読者を確保した。

〈明治末年から大正時代にかけて幅広いアジア情報を発信〉極東を中心とした金融、貿易、為替相
場および主要企業の動向等の経済記事や、軍事情
勢、国際関係などの政治記事、芸能関係、スポー
ツ、名所旧跡、行事などを紹介した文化記事など
多様なトピックを取り上げている。

〈資料的価値の高い稀少な週刊誌〉本誌は発行部
数が少なかったため、現在国内で完全に揃ってい
る所蔵機関は皆無に近い。そのためアジアを中心
とした政治、経済、軍事情勢、植民地、国際関係
などの研究者を初め、文化、芸能、民衆生活史な
どの専門家に必携の英文週刊誌である。

039 ザ・ファー・イースト                               復 刻 版

 The Far East（明治 3年 5月� 8年 8月）          
An Illustrated Fortnightly News Paper.  Vols. 1-7 (Yokohama: May 1870-August 1875).

A4判　上製　全 7巻　1,932頁　写真 560点　本文：英語　1965年刊
 0265-5　定価168,000円（本体 160,000円）

英字新聞『ジャパン・ガゼット』、日本語新聞『日新真事誌』などの創刊や『ヤング・ジャパン』
の著者として知られるイギリス人
のジャーナリスト、ジョン・レディ
ー・ブラック（John Reddie Black, 

1827-1880）が明治３年（1870 年）に
横浜で創刊した写真入り隔週刊新聞。
560 枚もの歴史的写真の大部分はオ
ーストリアの写真家モーゼルが撮影。
幕末・明治期の写真として貴重なも
ので、明治期ジャーナリズムの先駆
として名高い。

040 ザ・ファー・イースト　ニューシリーズ 復 刻 版

 The Far East. New Series（明治 9年 7月� 11年 12月）

A Monthly Journal, Illustrated with Photographs.
Published simultaneously in Tokio, Japan; Shanghai, China; and in Hongkong.
Volumes 1-5 (July 1876-Dec.1878).

原本所蔵：天理大学附属天理図書館 

加藤祐三   監修　伊藤久子   解説

付解説・総目次　A4判　上製　全 5巻　1,220頁　写真 181点　
本文：英語　2007年刊  0444-4　定価152,250円（本体 145,000円）

本誌は、J・R・ブラックが横浜・東京で発行していた『ザ･ファー
･イースト』（1870 年 5 月～ 1875 年 8 月）に続き、上海にて『ザ･
ファー･イースト　ニューシリーズ』として刊行した 1876 年 7 月か
ら 1878 年 12 月最終号までの全 30 号の復刻版である。収録内容は、
横浜の『ザ･ファー･イースト』（旧シリーズ）路線を踏襲した編集
方針で文芸的記事（伝説・物語･詩）、歴史的な読み物、風俗習慣、
旅行記、アジアにおける欧米人の活動、人物伝などの記事で構成
されている。収録写真は総数 181 点（うち 2 点は絵画の写真）で、
毎号平均 6 点が挿入されている。このうちの大半は当時の中国・上
海を記録したもので、内 32 点が日本および日本人に関連する写真
である。初期の号に掲載した人物として、イギリス公使ウェード、
李鴻章、中国駐在行使森有礼、前上海領事メドハーストなど、当時
の東アジアに展開した欧米人にとって重要な人物が、肖像写真とと
もに取り上げられている。

041 ザ・フェニックス                                     オンデマンド版

 The Phoenix: a monthly magazine for India, Burma, Siam, China, 
Japan & Eastern Asia
Ed. by James Summers. Originally Published: London.
Vols. 1-3 (i.e. Nos. 1-36; July 1870-June 1873)　B5判　上製　本文：英語
　 3005-4 (set)　定価31,500円（本体 30,000円）

明治維新を経て近代化を強力に推進しようとの気運に満ちていた当時の日本は、21世紀に入った
今日から見ても実に興味深い動きを見せていた時期であった。本誌の日本関係論文には波瀾に富ん
だ世情が如実に反映された好論文が多く、当時の動勢が手に取るように理解できる。菊池大麓（後
の東大総長）、森有礼、サトウ、アストンなどの著名人が寄稿している。
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＊ 日本語文献

042 東亜同文書院大旅行誌                           
  オンデマンド版

全 33巻　B5判

上製　3079-8(set)　定価 441,630円 （本体 420,600円）

並製　3080-3(set)　定価 318,570円 （本体 303 ,400円）

東亜同文書院は、1901年に日中貿易の実務担当者および日中提携

の人材を養成するビジネススクールとして上海に誕生した。日中の

具体的相互理解と教育文化交流をめざし、徹底した中国語教育と最

終学年に行われた中国国内長期踏査旅行『大旅行』に見られる実地

調査を核とした教育活動に力を入れた。1939年に大学に昇格したものの第２次世界大戦後に閉学

するが、愛知大学として 1946年に再生され、現在同大学に設置された東亜同文書院大学記念セン

ターにより当時の詳細な資料が保管されている。清朝末期から民国時代という、現代中国の基礎を

形成することになった混乱期に、系統的、組織的に中国調査研究が行われたことは『大旅行』より

他に例がなく、地域調査の規模も世界最大級である。この調査記録を内容から 5期にわけると、第

１期生� 第４期生の修学旅行的な模索期、第５期生� 第 16期生の前人未到のコースを求めての拡

大期、第 17期生� 第 28期生の研究テーマを設定して深化をみせた円熟期、満州事変による日中間

の緊張の中で次第に制約を受けた第 29期生以降の制約期、大学昇格にもかかわらず、臨戦体制下

で次第に調査旅行が難しくなった第 38期生以降の衰退・消滅期となる。今回出版される「東亜同

文書院大旅行誌」は、第５期の拡大期から第 40期の衰退期までほぼすべてを網羅している。研究

テーマは、産業、交通、人口、教育、社会組織、災害など多岐にわたり、卒業論文にもなった「調

査旅行報告書」と日誌風の「大旅行誌」の記述の違いも興味深い。あらゆる意味で、20世紀前半

の中国の多面的なドキュメントであり、過渡期である現代中国を理解する上でも必須の資料となっ

ている。

詳細は をご覧下さい。

（原本の一部）

書　　名 執 筆 者 刊 行 年 上製 ISBN 上製定価 並製 ISBN 並製定価

第 1 巻 踏破録 第 5期生 明治 41年 3045-0 9,240円 3081-8 6,300円

第 2 巻 禹域鴻爪 第 6期生 明治 42年 3046-7 9,240円 3082-5 6,300円

第 3 巻 一日一信 第 7期生 明治 43年 3047-4 13,650円 3083-2 9,870円

第 4 巻 旅行記念誌 第 8期生 明治 44年 3048-1 13,650円 3084-9 9,870円

第 5 巻 孤帆雙蹄 第 9期生 明治 45年 3049-8 13,650円 3085-6 9,870円

第 6 巻 楽此行 第 10期生 大正 2年 3050-4 13,650円 3086-3 9,870円

第 7 巻 沐雨櫛風 第 11期生 大正 3年 3051-1 13,650円 3087-0 9,870円

第 8 巻 同舟渡江 第 12期生 大正 4年 3052-8 13,650円 3088-7 9,870円

第 9 巻 暮雲暁色 第 13期生 大正 5年 3053-5 13,650円 3089-4 9,870円

第 10 巻 風餐雨宿 第 14期生 大正 6年 3054-2 13,650円 3090-0 9,870円

第 11 巻 利渉大川 第 15期生 大正 7年 3055-9 13,650円 3091-7 9,870円

第 12 巻 虎風龍雲 第 16期生 大正 8年 3056-6 13,650円 3092-4 9,870円

第 13 巻 粤射隴游 第 18期生 大正 10年 3057-3 13,650円 3093-1 9,870円

第 14 巻 虎穴龍頷 第 19期生 大正 11年 3058-0 13,650円 3094-8 9,870円

第 15 巻 金声玉振 第 20期生 大正 12年 3059-7 13,650円 3095-5 9,870円

第 16 巻 彩雲光霞 第 21期生 大正 13年 3060-3 13,650円 3096-2 9,870円

第 17 巻 乗雲騎月 第 22期生 大正 15年 3061-0 13,650円 3097-9 9,870円

第 18 巻 黄塵行 第 23期生 昭和 2年 3062-7 13,650円 3098-6 9,870円

第 19 巻 漢華 第 24期生 昭和 3年 3063-4 13,650円 3099-3 9,870円

第 20 巻 線を描く 第 25期生 昭和 4年 3064-1 13,650円 3100-6 9,870円

第 21 巻 足跡 第 26期生 昭和 5年 3065-8 13,650円 3101-3 9,870円

第 22 巻 東南西北 第 27期生 昭和 6年 3066-5 13,650円 3102-0 9,870円

第 23 巻 千山萬里 第 28期生 昭和 7年 3067-2 13,650円 3103-7 9,870円

第 24 巻 北斗之光 第 29期生 昭和 8年 3068-9 13,650円 3104-4 9,870円

第 25 巻 亜細亜の礎 第 30期生 昭和 9年 3069-6 13,650円 3105-1 9,870円

第 26 巻 出廬征雁 第 31期生 昭和 10年 3070-2 13,650円 3106-8 9,870円

第 27 巻 翔陽譜 第 32期生 昭和 11年 3071-9 13,650円 3107-5 9,870円

第 28 巻 南腔北調 第 33期生 昭和 12年 3072-6 13,650円 3108-2 9,870円

第 29 巻 嵐吹け吹け 第 34期生 昭和 13年 3073-3 13,650円 3109-9 9,870円

第 30 巻 靖亜行 第 35期生 昭和 14年 3074-0 13,650円 3110-5 9,870円

第 31 巻 大旅行記 第 36期生 昭和 15年 3075-7 13,650円 3111-2 9,870円

第 32 巻 大陸遍路 第 38/9期生 昭和 17年 3076-4 13,650円 3112-9 9,870円

第 33 巻 大陸紀行 第 40期生 昭和 18年 3077-1 13,650円 3113-6 9,870円
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関西大学アジア文化交流研究叢刊
 第 1 輯

043 19世紀中国語の諸相                                        
 ―周縁資料（欧米・日本・琉球・朝鮮）からのアプローチ―

内田慶市、沈  国威  編
A5判　上製　300頁　2007年刊

3173-0　定価10,500円（本体 10,000円）

現代中国語は如何に形成されたのか、そのプロセスにおいて、中国語
の自律的発展という動因のほかに、他の外部要素が存在したのか、存
在したとすればどのように作用したのか。また、現代中国語の形成史
を記述するには、その原風景――つまり近代以前の中国語がどのよう
なものであったのかを検証・確認する。

 第 2 輯

044 近代日中関係人物史研究の新しい地平
陶 徳民、藤田高夫  編
A5判　上製　420頁　2008年刊

0479-6　定価10,500円（本体 10,000円）

近代日中関係史研究の担い手が語る密度高き論文。新進気鋭の中国人
研究者も加わり、人物史を切り口として日中交流史学を深めていく。

 第 3 輯

045 東アジアの儀礼と宗教
 吾妻重二、二階堂善弘  編

A5判　上製　440頁　2008年刊
0497-0　定価12,600円（本体 12,000円）

東アジア地域における文化事象を、思想や宗教、儀礼の領域において
探求。今まで見逃されていた事実を発掘、再評価して、改めて東アジ
アの文化像を見直す。

 第 4 輯

046 東アジアにおける文化情報の発信と
受容

 松浦  章  編
A5判　上製　550頁　2010年刊                                  

0541-0　定価 14,280円（本体 13,600円）

言論文化、思想・儀礼、交流環境部門に分け、それぞれを追究した
20論文を掲載。アジアの文化交流を多面的・総合的に見る。

047 ナポレオン  エジプト誌                          DVD-ROM 版

 Description de l'□gypte
 ou recueil des observations et des recherches qui ont ®t® 
faites en £gypte pendant l'exp®dition de lõarm®e Fran­aise.
近畿大学中央図書館  所蔵
高宮いづみ、長谷川眞理子  図版日本語訳・解説

DVD-ROM版　ディスク 1枚 付：総目次・図版一覧　
2006年刊　本文 :フランス語、一部日本語
 0410-9　定価294,000円（本体 280,000円）

近畿大学中央図書館所蔵本は、解説巻 9冊（古代篇 4冊、現代篇 3冊、博物篇 2冊）、序文および
古代篇図版解説 1冊、13冊に製本された図版巻（古代篇 5冊、現代篇 2冊、博物篇 3冊、地図篇１冊）
より構成され、全 894点の図版（うち 61点は彩色）を含む。また、図版巻のうちの 3冊は「エレ
ファント版」と呼ばれる縦 100センチ、横 70センチを越える超大型本である。図版説明には専門
家による日本語訳と必要に応じて用語説明を付し、日仏 2カ国語で検索可能。解説巻は目次（仏語）、
著者名について仏語（英文表記）で検索可能。
推奨環境：日本語版Windows XP、日本語版MacOSX以降

048 アジアにおけるアメリカの歴史事典
D・シャヴィット 著　荒 このみ  監修・訳　三輪恭子、
吉   圓 訳

菊判　上製　520頁　2011年刊 

0577-9　定価 11,550円（本体 11,000円）

ペリー、マッカーサー、ハーン、モースなど日本近代史に関わった人
物をはじめ、17世紀から現代までアジアで活躍したアメリカ人の宣教
師、領事、外交官、冒険家、陸海軍軍人、旅行家、政府役人、植民官、
ジャーナリスト、ビジネスマン、技師、医師、教育者、博物学者、科学者、
学者、作家、芸術家等 1400名の功績と経歴を略説する。人物のみなら
ず、アジアとアメリカの関係に影響を及ぼした機関や出来事を、アジ
ア全域を対象として記述。1600項目における人名や事項により、アメ
リカがアジアに残したものは何かが見えてくる。

049 スミソニアン博物館の誕生
�ジェームズ・スミソンと 18世紀啓蒙思想
The Lost World of James Smithson:
Science, Revolution and the Birth of the Smithsonian
ヘザー・ユーイング  著　松本栄寿、小浜清子  訳

A5判　上製　416頁　2010年刊
0572-4　定価 8,400円（本体 8,000円）

アメリカの自由と平等、発展とスケールの大きさを象徴するスミソニ
アン博物館を生んだイギリス人スミソンの伝記。なぜイギリスではな
く、彼自身一度も足を踏み入れたことのない国に遺産を贈ったのか、その謎に迫る。啓蒙思想に燃
えた科学者スミソンに魅せられた著者が、ヨーロッパ各地を練り歩き、綿密な資料集めのもとに彼
の人生を掘り起こす。
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050 東京裁判審理要目
松元直歳  編著

B5判　上製　760頁　2010年刊 0536-6　定価 33,600円（本体 32,000円）

「極東国際軍事裁判速記録」の膨大な審理記録（和文・英文）を要約して「審理要目」を作製。長
大な裁判の全過程を６段階（準備・検察主張立証・弁護側訴訟・棄却動議・弁護側反証・審理最終・
判決）に区分し、審理ごとに見出しをつけた証拠類に記号・番号・名称をつけ、裁判の経過内容を
まとめた膨大な速記録が一冊になった。

051☆ 大正震災志　全 4巻                                復 刻 版

内務省社会局  編　
A5判　写真帖のみ A4判　1986年刊
1037-7　定価 262,500円（本体 250,000円）

本書は、関東大震災の社会経済的被害の調査報告であるばかりでなく、この大災害に際して政府諸
機関と地方自治体とが、どのように対応したかを記録することを第一の目的として編集された関東
大震災における危機管理の公式記録である。

052 日本条約改正史の研究  ―井上・大隈の改正交渉と欧米列国―
藤原明久  著
A5判　上製　530頁　2004年刊 0349-2　定価 8,400円（本体 8,000円）

外務卿・外務大臣井上馨、大隈重信らが改正条約実施までの 18 年間におよぶ粘り強い条約改正交
渉の過程を英・仏外務省、米国務省の外交資料に接近し、欧米列国の動向、交渉の全体像について
鋭く考察する。

053☆ ニュルンベルク年代記の誕生  

 ドイツ初期印刷と挿絵本の制作

エイドリアン・ウィルソン  著　河合忠信、雪嶋宏一、佐川美智子  訳　
B4判変型　上製　280頁　図版 230点
カラー 12頁　1993年刊
0133-7　定価 20,160円（本体 19,200円）

最も有名なインキュナブラのひとつ『ニュルンベル
ク年代記』には、割付書や挿絵のスケッチ、契約書
などが奇跡的に現存する。それらを駆使して当時の
制作過程から販売までを具体的に解明する。

054 人間科学の発祥 �人間科学入門講義案�
坂田  仁  著
A5判　上製　205頁　2005年刊　 0409-3　定価10,500円（本体 10,000円）

「人間科学」を西欧の伝統のなかで神の科学の対語と考え、それをヴィヴェス、ベーコン、ロック
という英国の経験論の流れに重ねて展開したものである。富永健一著『現代の社会科学者�� 現代
社会科学における実証主義と理念主義』がロックを出発点としていることに対応して、その直前の
時代までを対象とした。本書は、常磐大学人間科学部における「人間科学（入門）」の講義案であり、
英国の印刷など学生の興味に合わせた部分を含んでいる。

055☆ 百万塔陀羅尼                                             復 刻 版

百万塔（桂製）1基、陀羅尼経（根本、慈心、相輪、六度の短経４種）

解説：米山寅太郎（静嘉堂文庫）

墨流し和装本、桐箱入　1997年刊
0170-2 　定価 157,500円（本体 150,000円）

百万塔陀羅尼は印刷年代の明確な世界最初の印刷物である。
称徳天皇によって恵美押勝の乱の後世の中の平安を祈願
し天平宝字 8年から 5年半の歳月を費やして 100万基
が製作され宝亀元年に完成した。一基につき一経
が納められ、十大国分寺に分奉されたが、現在、
法隆寺を除く他の九寺はすべて湮滅し、
法隆寺の小塔４万基、印経４千余経が
残されるのみとなった。本書は百万塔
と陀羅尼経の短経４種からなる。今回
の複製にあたって、原寸大で製作され、
根本、慈心、相輪、六度の短経４種を
あわせ、さらに静嘉堂文庫長米山寅太
郎氏の解説を付した。

＊ 外国語文献

056☆ 英語版  アテネ大全
 ATHENS: From the Classical Period to the Present Day

(5th Century B.C. - A.D. 2000)
Ed. by K. S. Staikos, M. B. Sakellariou, C. Bouras, E. Touloupa. 
Delaware, USA & Athens, Greece.

B4判変型　上製　530頁　写真･挿画･見取図　500余枚
本文：英語　2003年刊　デラウエア
0359-1 ( 1-58456-091-6)　定価 14,490円（本体 13,800円）

ギリシャを代表する著名学者総勢 17名が主題別にわかりやすく解説。
紀元前 5世紀から西暦 2000年に至る都市“アテネ”の過去と現在をひ
もとく。写真･挿画･見取図など 500枚以上（カラー図版 200枚以上）。

057 ドナルド・キーン
 エンペラー オブ ジャパン
 Keene, Donald, - Emperor of Japan: Meiji and His World, 1852-1912

A5判   上製   函入　全2巻   本文：英語　2004年刊
0338-6(set)　定価16,800円（本体 16,000円）

コロンビア大学出版局より 2002年３月に出版された英語版１巻本を、日本向けの序文を付し、新
潮社版と対応し章分けを統一した２巻本として出版したもの。



歴　史
YP-280

32ISBN 978-4-8419-

YP-280

33

058☆ ケンブリッジ大学コーパス・クリスティー・カレッジ所蔵

 ピーターバラ中世動物譜                        ファクシミリ版

 The Peterborough Bestiary
 Corpus Christi College, Cambridge, MS 53, fol.189-210v.　2003年刊

　 0319-5　定価546,000円（本体 520,000円）

ケンブリッジ大学コーパス・クリスティー・カレッジ  パーカー図書館所蔵

写本 53 番 第 189 葉～ 210 葉裏「ピーターバラ中世動物譜」
ファクシミリ巻：348Å236 mm　フルカラー　22葉（44頁）　総革装（空押し模様入り）~

　　　　　　　　本文：ラテン語
解説巻（英文･独文）：背革装（分売不可）

　　第１巻　ケンブリッジ大学パーカー図書館館長  クリストファー・デ・ハメル
　　　　　  （ラテン語本文翻刻）184頁　
　　第２巻　ニューヨーク大学  ルーシー・サンドラー博士（解説）
　　　　　　 163頁　全世界1,480部限定発売

この豪華ファクシミリ版の原本である『ピーターバラ中世動物譜』写本は、1300年頃にピーター

バラ大修道院（英国ケンブリッジシャー州）で

製作された。『ピーターバラ中世動物譜』に

代表される、「中世動物譜」（ベスティアリー、

Bestiary）と呼ばれる書物は、中世ヨーロッパ

の人々にとって、 現代の私たちにとっての動物

図鑑や、テレビの動物番組と同じような役割を

もつものであった。動物に関する中世ヨーロッ

パ人の知識を百科全書的にまとめた『ピーター

バラ中世動物譜』は、中世ヨーロッパ人の抱く

象徴的意味を読み解く重要なヒントとなるもの

である。また、104点の豪華な挿絵は、中世美術・
図像研究の重要な史料となる。

◆豪華内容見本を用意しています。お問い合せ下さい。 
◆詳細は  をご覧下さい。

059 仏文雑誌                                                                       オンデマンド版

 Revue fran□aise du Japon
Publi□e sous le Patronage de la soci□t□  de Langue Fran□aise. Wa-Futsu Horitsu 
Gakko, Tokyo.

並製　函入　全 59号、2,600頁　付解説･総目次
解説 :村上一博

3126-6　定価162,750円（本体 155,000円）

日本の近代法成立に多大な貢献を果たした G・ボワソナード創刊・
主宰。法政大学の前身である和仏法律学校の機関誌として発刊され
た本誌は、明治中葉にフランス語によって重要情報を満載した、数
少ない月刊総合雑誌である。現存している原本が少ないこともあり、
本誌を参考とした学術論文などもほとんど事例がないが、日仏文化
交流史、日本法制史、近･現代史研究などの学術研究において有用な
資料といえる。

060☆ ヴェラム刷  グーテンベルク 42行聖書       ファクシミリ版

 A Triptych of illuminated Leaves on Vellum from the 
Huntington Library's Gutenberg Bible. 3 leaves
ヴェラム 3葉：特製たとう（中性紙使用）入り　本文：ラテン語　
解説：T・V・ランゲ（ハンティントン図書館） 
　　　 470Å 350 mm　上製　1997年刊~

本文：日本語・英語・ラテン語
 0169-6 　定価 126,000円（本体 120,000円）

グーテンベルク 42行聖書はいうまでもなく活版印刷により最初に印刷さ
れた本の中の本である。1450� 1455年頃、マインツでヨハン・グーテ
ンベルクとヨハン・フストが共同で印刷したもので、160から 180部が
印刷されたと推定されており、不完全本をあわせてヴェラム刷 12、紙刷
36の計 48点が現存している。今回のファクシミリ版は、最高の美しさ
を誇るハンティントン図書館所蔵ヴェラム刷 42行聖書を底本に使用し、

旧約、外典、新約の一部をヴェラムに高精細印刷で再現した
ものである。特に装飾の美しい 3葉（雅歌、バルク書、使
徒言行録）を選び、解説には、本文ラテン語翻刻・英語版・
日本語版および、トマス・V・ランゲ（ハンティントン
図書館）による解説（英文）を収録。

図 書 館・書 誌・辞 典・目 録

061☆ 江戸幕府編纂物　解題編・図録編　全２巻

福井 保  著
四六倍判　上製　370頁　1987年刊

0012-5 　定価 28,350円（本体 27,000円）

徳川幕府編纂物は、忘失書物が多数あり、江戸研究の盲点となっている。
「東鑑綱要」 ｢ 通信全覧」 ｢ 神代系図」 ｢ 国絵図」 ｢ 庶物類纂」等、江戸幕府
編纂物 270 余点の成立史料、編纂の経緯を明らかにした研究書。

062 早稲田大学図書館所蔵

 岡松参太郎文書目録                                              オンデマンド版

早稲田大学図書館早稲田大学東アジア法研究所  編集　浅古  弘  解説
B5判　並製　820頁                                    5001-4　定価16,800円（本体 16,000円）

法律学者、台湾旧慣調査会・満鉄関係者からの書簡、未公刊の論文原稿を含む著作原稿、ノートは
もとより、裁判所に提出した鑑定書の写し、台湾や法律取調委員会での法案の起草原稿、植民地統
治に関する政策立案の下書きや旧慣調査会の組織･運営に関する公文書の類からドイツの商品カタ
ログや留学中の請求書や領収書まで様々なものが残っており、法制史や法律学、植民地史に限らず、
政治史･経済史･社会史･教育史･図書館史･技術史などの研究資料としても活用できる資料である。

本書はマイクロフィルム版「岡松参太郎文書」の収録目録をかねている。

歴史／図書館･書誌･辞典･目録
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図書館･書誌･辞典･目録

川瀬一馬の書誌学研究書

065 増訂  古辞書の研究 オンデマンド版

川瀬一馬  著
B5判　上製　1,060頁　図版 60点　1987年刊　
  3124-2　定価31,500円（本体 30,000円）

講談社版『古辞書の研究』を増補改訂した決定版。最初の編集になった奈良朝から室町末期に
至る９世紀間におよぶ古辞書百数十種を精査し、編纂から内容構成、製作過程、時代に拠る内
容増補、各種異版などについて考究している。

066 書誌学入門
川瀬一馬  著　岡崎久司  編
菊判　上製　280頁　2001年刊

0290-7　定価3,990円（本体 3,800円）

江戸末期までの和本を中心とした書誌学入門。著者の長年の経験から生
まれた古書を識別するための知識がやさしく解説されている。体験談を
交えた親しみやすい筆致で、「本物」に触れる大切さと喜びを伝える「読
む入門」の書。

067 続日本書誌学之研究 オンデマンド版

川瀬一馬  著
B5判　上製　1,700頁　図版 400余点　1980年刊　
  3125-9　定価42,000円（本体 40,000円）

本書は名著『日本書誌学之研究』（昭和 18 年刊）の続編で、前著につづく貴重な参考資料・図
版 400 余点を収録。長いあいだ品切れとなっていた本書は、多くの専門家から復刊が待たれて
いた貴重な資料。著者は、全国の社寺館庫に散在する膨大な典籍類を 50 余年にわたりくまなく
調査しつくし、前人未踏の集大成をなした。日本の文献書籍の起源・発達から内容・形態・様式・
集散などのすべてを解明した不朽の名著である。

068 西洋製本図鑑
 ジュゼップ・カンブラス  著　市川恵里  訳　岡本幸治  日本語版監修　 

A4変型（305Å 235mm）　上製　~

フルカラー 160頁　2008年刊
0499-4  定価6,930円（本体 6,600円）

西洋製本の歴史、道具と材料、具体的な製本の工程、修復にいたるまで
を、全ページフルカラー写真で詳細に図解。原著は、スペインで出版さ
れたのち、フランス語版・英語版・ドイツ語版・イタリア語版が発行され、
日本語版発行が待たれていた。『古書修復の愉しみ』の翻訳者と監修者
が組んで日本語版の発行となった。『ルリユールおじさん』などで昨今
注目される西洋製本技術と親しめる一冊。

069 占領軍検閲雑誌目録・解題
奥泉栄三郎  編　
B5判　上製　550頁　1982年刊 1046-9　定価 18,900円（本体 18,000円）

メリーランド大学カレッジパーク校マッケルデン図書館東亜図書部 ゴードン・W・プランゲ文庫
解題第 1輯。敗戦後の言論・思想の自由を拘束した、占領軍の検閲の実態はすべてマル秘であった。
メリーランド大学に保管されている膨大な日本雑誌のマル秘検閲資料（プランゲ文庫）はまさにそ
の証跡であり、それらは 1946� 49年にかけて日本で出版された約 13,000点に及ぶ検閲雑誌である。
本書は、実際に検閲され無条件では許可されなかった雑誌 3,500種 9,500冊とその検閲の実態を明
らかにした解題である。

070 瀧井孝作書誌
津田亮一  著　
菊判　上製　函入　480頁　1994年刊

1049-0　定価29,400円（本体 28,000円）

完成までに 20年の歳月と 3度の改稿を経た決定版。書籍として刊行され
た瀧井孝作の著作 59点全てのカラー写真を付し、雑誌記事は掲載ページ
まで記載。年譜はもとより、作家論・作品評・報道までも参考文献として
収録。第１回ゲスナー賞金賞受賞

071☆ 東京商工会議所  和漢図書分類目録              復 刻 版

東京商工会議所商工図書館  所蔵
B5判   上製   全２巻   1,600頁   1992年刊　1042-1   定価 24,465円（本体 23,300円）

収録された書物は明治・大正・昭和初期に刊行された経済・企業および経営・銀行・保険・財政・商業・
社会問題・新聞他、多岐にわたり、商業・産業・統計年鑑類や全国各地の商工会議所・商工団体で
発行された貴重な資料の書誌。

063 キャクストン印刷の謎                                          オンデマンド版

ロッテ・ヘリンガ  著　 宮利行  訳
A5判　上製　160頁　図版 58点　1991年刊　

3115-5　定価 3,360円（本体 3,200円）

印刷術をイギリスに導入して十数年で 100点もの書物を世におくったウィリアム・キャクストンは
謎だらけである。1468年の刊記をもつ書物こそイギリス最古の印刷本だとするオクスフォード伝
説を見事に論破する。

064 西洋の書物  エズデイルの書誌学概説

R・ストークス  改訂　高野 彰  訳
A5判　上製　函入　457頁　1972年刊 1047-6　定価 4,200円（本体 4,000円）

書誌学全般にわたる最も基本的な入門書。大英博物館の膨大な資料を駆使した具体例が豊富な愛書
家必携の名著である。

目次：図書の構成要素／パピルス、羊皮紙、ベーラム、紙／活版印刷術／植字と印刷作業／挿絵／
製本／図書の発達史／図書の校合／図書の記述／書誌の配列／書誌的な道具／索引
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072 図書館・文書館の防災対策
小川雄二郎  監修
A5判　上製　300頁　1996年刊

0173-3　定価 5,040円（本体 4,800円）

第 2回記録資料の保存・修復に関する研究集会（1994年 11月）で発表さ
れた海外（英・米・仏・スウェーデン・クロアチア）から、そして日本
国内からの被災及び防災に関する報告集。他に、最近の阪神大震災によ
る被害報告も収録。防災の基本理念と国際協力／防災計画／防災対策／
戦争という災害／阪神・淡路大震災に学ぶ。

073 本間久雄書誌                                               オンデマンド版

平田耀子  編著
B5判　上製　140頁　2008年刊 3174-7　定価8,400円（本体 8,000円）

本間久雄（1886 � 1981）。英文学者、国文学者。早稲田大学名誉教授。島村抱月の第二次「早稲田
文学」に関わった。エレン・ケイやウィリアム・モリスの民衆芸術論をいち早く紹介したことで知
られる。本書は本間久雄の著作、講演、放送、その他の知的活動のすべてを年代順にまとめたもの。

074☆ 本邦所在インキュナブラ目録　初版
 Incunabula in Japanese Libraries

 Union Catalogue of Incunabula in Japanese Libraries. 1st ed.
雪嶋宏一  編
B5判　上製　130頁　本文：欧文諸語、日本語　1995年刊
 0158-0　定価 6,825円（本体 6,500円）

＊改訂版第 2版（2004年刊）は品切れです。

075 明治期刊行物集成文学言語総目録　全 2巻
早稲田大学図書館  編
A4判　上製　900pp.　1996年刊 0163-9　定価40,740円（本体 38,800円）

明治時代に刊行された文学・言語に関する図書 12,848 点を収録したマイクロフィッシュ版「明治
期刊行物集成（文学・言語）」の検索ツールとして編まれた著者名、書名、叢書名から引ける総目録。
原本に 1冊ずつあたり、各種異版本、端本、欠本等、綿密な調査を重ねてまとめた資料的価値の高
い書誌目録である。＊ CD-ROM版もあります。お問い合せください。

076 ヨーロッパの博物館
カトリーヌ・バレ、ドミニク・プーロ  著　
松本栄寿、小浜清子  訳
A5判　並製　286頁　2007年刊

0459-8　 定価2,940円（本体 2,800円）

ヨーロッパ５か国の博物館の歴史と現状を詳述。文化遺産としての存在
意義、保存、活用、博物館の経営状況、課題等さまざまな視点から捉え
ていく。文化遺産としての博物館はどうあるべきか。ヨーロッパの事情
を学びつつ、日本の今後のあり方を考える。

英  米  文  学

＊ 外国語文献（一部日本語含む）

077 ブロンテと音楽  全２巻     オンデマンド版

 The Bront□s and Music
By Akiko Higuchi（樋口陽子）

3180-8　セット定価16,800円（本体 16,000円）

Vol. I: Anne Bront±’s Song Book and Branwell 
Bront±’s Flute Book. 2nd annotated ed.

  『アン・ブロンテ歌集とブランウェル・
  ブロンテフルート曲集』改訂第２版
  B5判　並製　388頁　
  本文：英語（邦訳歌詞付） 2008年刊

Vol. II:  The Bront□s’   World of Music: Music in the Seven 
Novels by the Three Bront□ Sisters. 2nd ed.

  『ブロンテ三姉妹による七小説の中の音楽』第２版
  B5判　並製　384頁　本文：英語　2008年刊

078☆ 英国の世紀末文芸雑誌                                       復 刻 版

 センチュリー・ギルド・ホビー・ホース
 The Century Guild Hobby Horse （1884, 1886-1893 / 94.）

Ed. by A. H. Mackmurdo
H. P. Horne & Selwyn Image. Vols. 1-7 (i.e. Nos. 1-28; Jan. 1886-Oct. 1892). London. Cont. as: 
The Hobby Horse. Ed. by H. P. Horne. Nos. 1-3 (1893-1894) in 1 vol. London. With Pre-Publication 
Issue: The Century Guild Hobby Horse. Ed. by A. H. Mackmurdo. No. 1 (April 1884). Kent.
A4判　上製　９巻　本文：英語　1992年刊　

0122-1　定価296,100円（本体 282,000円）

ウィリアム・モリスらを中心に 19世紀英国で起こった「ア
ーツ・アンド・クラフツ運動」の中心人物が多く関わった
文芸雑誌。美術の分野ではバーン＝ジョーンズ、ロセッティ、
マドクス・ブラウンらが版画作品、評論を寄せ、文芸ではド
ーソン、ロセッティ、ワイルド、アーノルドらが寄稿している。
また、原誌に収録された美しい挿絵もフルカラーで再現して
いる。
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079 チョーサー  カンタベリー物語  エルズミア写本　

 [Chaucer, Geoffrey] The Canterbury Tales          ファクシミリ版

 The New Ellesmere Chaucer Facsimile (of Huntington Library Ms. EL 26 C 9). 

【デラックス版】全 1冊　限定 100部

480頁 (240葉 )　415Å 295 mm　総カラー印刷　~ 解説付き　本文：中世英語　1995年刊

（高精細印刷）本文は高精細印刷による 20世紀最高の印刷技術を使用。15世紀初頭の製本技
法による、オーク材・茶色背革装・手綴り製本、背革・ブルー麻布特製の外箱仕様。

 0324-9 (0-87328-151-9)　定価 1,627,500円（本体 1,550,000円）
解説書： . 0325-9
　　　  　363pp.　本文：英語（分売不可）

【モノクロ版】全 1冊
440Å 312 mm   モノクロ印刷   クロス装丁   1996年刊   本文：中世英語~

 0326-3 (0-87328-162-4)　定価 28,350円（本体 27,000円）

ハンティントン図書館門外不出の至宝、チョー
サー（Geoffrey Chaucer, 1340?-1400）の「カンタ
ベリー物語」エルズミア写本を忠実に再現した
豪華ファクシミリ版。チョーサーの直筆原稿は
現存せず、存命中の写本も散逸したため、チョ
ーサーの死後まもない 15世紀初めに書かれた
この写本は、その意図を最も正確に表現してい
るといわれ、17世紀初頭から 20世紀初頭まで
エルズミア男爵の図書室に所蔵されていたため
通称「エルズミア写本」の名で知られる。文献
資料としての内容の信頼性の高さから、現代の
校訂版の原典となっているが、鮮やかに描かれ
た 23人の巡礼者や美しい装飾は美術的な価値
も高い。

詳細は をご覧下さい。

080☆ ディケンズ「オリヴァー・ツイスト」「クリスマス・キャロル」      初版
 [Dickens, Charles ]                                                  復 刻 版

The Adventures of Oliver Twist; or, The Parish Boy's 
Progress. With twenty-four Illustrations on Steel, by George 
Cruikshank. A New Edition, Revised and Corrected. (London: 
Bradbury & Evans, 1846). 10 monthly parts. 

A Christmas Carol. In Prose. Being A Ghost Story of 
Christmas. With Illustrations by John Leech. (London: 

Chapman & Hall, 1843).

三方金総革（クリスマス・キャロル）
背革装箱入　本文：英語　1977年刊
　　　   1068-1　定価 36,750円（本体 35,000円）

ディケンズによる名作小説２点の復刻版セット。1846 年
にクルックシャンクによるカバーと挿絵入りで月刊分冊
の形で刊行された『オリヴァー・ツイスト』（初版は 1838 年）、1843 年のクリスマス前にジョン・
リーチによる挿絵入りで刊行された『クリスマス・キャロル』の初版。和文解説書付き。

クリスマス・キャロル

デラックス版

081☆ザ・ドーム                                                                 復 刻 版

 The Dome
A Quarterly Containing Examples of the All the Arts.

Nos. 1-5 (1897-1898);  New Series: Vols.1-7 (1898-1900)　全12冊
A5判　上製　クロス装　図版 261枚、内カラー 49枚　本文：英語
1994年刊 0139-9　定価 336,000円（本体 320,000円）

「あらゆる芸術の作例を含む季刊誌」と銘打たれているように、文芸をはじめ、絵画、音楽など多
彩な方面の作品を収録した英国世紀末の総合芸術誌。寄稿者にはイェイツ、シモンズ、ビニオンら
を初め、画家としてクレイグ、バーン＝ジョーンズ、ロセッティ、音楽家としてはエルガー、テイ
ラーなど錚々たる面々がみられる。４年足らずで廃刊となった短命な雑誌だったが、当時の英国を
代表する文人・芸術家が集結し、既成の価値観にとらわれない自由な創作・評論を行った場として
極めて重要である。本復刻版では原誌に収録された美しい挿絵などもフルカラーで再現している。

082 シェｲクスピア・ファースト・フォリオ
 The First Folio of Shakespeare: 

A Transcript of Contemporary Marginalia
山田昭廣  著
B5判　上製　358頁　本文：英語　1998年刊　

0252-5　定価 12,600円（本体 12,000円）

最初のシェイクスピア戯曲全集（1623年刊）の余白に書き込まれた当時
の知識人の読書メモを翻訳。古語・難解語の説明や、OED未収録の単語
を多数収録した索引付き。シェイクスピア研究のみならず、17世紀イギ
リスの精神史、文化史研究においても重要な資料である。

083 ジョイス  ユリシーズ  初版（1922年）

 Joyce, James.  Ulysses                               復 刻 版

 A facsimile of the first edition. 
Inkpen Facsimile Edition, a joint imprint of Yushodo and Inkpen Press, Tokyo. 2001.

B5判変型（195Å 234 mm）  総モロッコ装丁　クロス装~
箱入り　限定 120部　732頁　本文：英語　2001年刊

0282-2 　定価 157,500円（本体 150,000円）

ジョイス（James Joyce, 1882-1941）による 20世紀文学の金字塔「ユリ
シーズ」の 1922年初版を復刻。本文には最高級の用紙を用い、原書の
青い紙表紙と同じ青色の総モロッコ革装とし、同じく青色の専用クロ
ス装ケースに収めた。
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084 ラングランド   農夫ピアズの夢   コンコーダンス
 [Langland William] A Glossarial Concordance to William 

Langland's The Vision of Piers Plowman; The B-Text
松下知紀  編
A4判　上製　全３巻（４冊）　本文：英語　1998年刊

0240-2, 0258-7, 0272-3定価 162,750円（本体 155,000円）

ウィリアム・ラングランドの『農夫ピアズの夢』は、後期中世英語の代
表的な宗教頭韻詩として知られているが、19世紀後半に Walter W. Skeat 
が、その Ａ、Ｂ、Ｃ テキストの校訂本（1867-73）を完成し、次いでパラ
レル・テキスト（1886）を追加して、全体像を明らかにした。以来、さ
まざまな研究が進められ、近年は A.V.C. Schmidt や George Kane らによ
る校訂本の出版などの成果により、さらに深さと厚みの増した研究が行
われている。

本 3巻本（4冊）のコンコーダンスは、テキストに、A.V.C. Schmidt,- 
William Langland's The Vision of Piers Plowman; The B-Text (Dent Edition, 
1995) を利用し、『農夫ピアズの夢』（B テキスト）のすべての語彙を
体系的に示している。また本書は、Skeat のグロッサリー、Schmidt、
Pearsall、Fowler-Knott の校訂本に付けられたグロッサリーに基づいて語義も付け加えられているの
で、辞書としての役割も果たす、従来にはない大きな特長をもったコンコーダンスとなっている。

085☆ 中世英文学の伝統：池上忠弘教授記念論文集
 Medieval Heritage: Essays in Honour of T. Ikegami

管野正彦、山下 浩、河崎征俊、浅川順子、白井菜穂子  編
A5判　上製　672頁　本文：英語・日本語　1997年刊　

0237-2 　定価 12,600円（本体 12,000円）

『農夫ピアズの夢（訳）』や『ガウェインとアーサー王伝説』で知られる池上忠弘教授の記念論文集。
Derek Brewer, Ronald Waldron ら海外の研究者 9名の特別寄稿を含む全 41篇収録。

086☆ R. M.トムソン   ベリー聖書
 Thomson, R. M.  The Bury Bible

510Å 350 mm　上製クロス装　カラー図版18頁　モノクロ図版 12頁　~
本文 72頁　本文：英語　2001年刊 0327-0　定価75,600円（本体 72,000円）

1135年頃、英国ケンブリッジ近郊のベリー・セント・エドマンズの修道院で製作された彩飾写本「ベ
リー聖書」（ケンブリッジ大学コーパス・クリスティ・
カレッジ所蔵、MS2）について、細密画や装飾部分の
大判カラー図版をふんだんに使用して解説した本格的
研究書。ベリー聖書には「画家ヒューゴ」によって描
かれた細密画 6点、挿絵入頭文字 3点、装飾頭文字 39

点が含まれ、英国におけるロマネスク美術の最高傑作
の一つと言われる。赤・青・緑・紫などの強い色彩で彩
られた細密画は、衣装の襞の表現などにおいてビザン
チン美術の影響が見られ、この時代のヨーロッパ美術
の国際性を浮き立たせる貴重な資料である。

087 渡部昇一言語学関係蔵書目録
 Bibliotheca Philologica Watanabeiensis:
The Catalogue of Philological Books in the Library of Professor Shoichi Watanabe. 
Watanabe, Shoichi (ed.) Associate Editor: Satoru Ueda.
A4判   上製   627頁   本文：西欧語　2001年刊

0285-3　定価 12,600円（本体 12,000円）

上智大学名誉教授・渡部昇一博士が生涯をかけて蒐集した、英語学・英文学を中心とする 8,900点
を超える蔵書（和漢書を除く）の総目録。

＊ 日本語文献

088 アメリカ女性作家小事典
前田絢子、勝方恵子  著　
B6判　260頁　1993年刊　 0131-6　定価 3,255円（本体 3,100円）

アメリカ文学の草創期から現代まで、115名を収録する女性作家だけの最初の事典。永遠の大作家
から無名の作家まで、あらゆるジャンルの作家の生涯と作品を詳細に解説。彼女らの足跡を年代順
配列にし、読んで楽しめる事典ともなっている。

089 ウィリアム・モリス
P・スタンスキー  著　草光俊雄  訳　
B6判　130頁　1990年刊 0057-6　定価 1,575円（本体 1,500円）

世界の三大美書の一つ、ケルムスコット・プレスの創設とアーツ・アンド・クラフツ運動を発展に
導いたウィリアム・モリス。芸術と人間的労働の統合を目ざし、画家、デザイナー、詩人、あるい
は思想家として多彩な才能を発揮した彼の芸術運動とそれをとりまく人物のアール・ヌーボーの思
想を探る。

090 シェイクスピア
G・グリーア  著　川地美子  訳　
B6判　200頁　1989年刊 0060-6 　定価 1,575円（本体 1,500円）

生涯、詩学、倫理学、政治学、目的論、社会学からこの偉大な作家を論ずる。彼の不可視性に注目
し、観客や俳優が彼の言葉を完成させたと説く評伝は斬新。

091 ジョージ・エリオット
R・アシュトン  著　前田絢子  訳　
B6判　160頁　1988年刊 0047-7　定価 1,575円（本体 1,500円）

人間が社会に抑圧されるさまを作品に描いた“美を説く教師” G・エリオット。作品に表れるイギ
リス流の作家心理と、その思想的背景を分析。
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  第 1巻　ナサニエル・ホーソーン事典
 Nathaniel Hawthorne (1804-1864)  Ｒ･Ｌ･ゲイル  著　 尾直知  訳

原著：A Nathaniel Hawthorne Encyclopedia（Greenwood Press, 1991. 978-0-313-26816-8）

菊判   上製   クロス装   784頁   2006年刊   0365-2　定価21,000円（本体 20,000円）

ホーソーンにまつわる項目数は実に 2,000 におよぶ。作品名・登場人物名などは当然ながら、ギリ
シア神話、ヨーロッパの美術史、植民地闘争史、そしてアメリカ、英国、フランス、イタリアの政
治史にいたるまで。作品も古典的な小説や一連の短編だけでなく、日の当たらない短編や、ノンフ
ィクションの作品、書評、詩、書簡、ノートなども含めて取り上げられている。

アメリカ文学の代表的な作家を収録したグリーンウッド出版グループおよびガーランド出版

が刊行する定評ある学術出版物を、アメリカ文学のエキスパートの研究者が翻訳したＡ� Ｚ

の事典形式のレファレンス。時代、地域、人種、性別に偏りなくアメリカ文学の主要な作家

をとりあげ、アメリカ文学に必要な基礎的知識から、各作家・作品をめぐる個別の問題� 南

北戦争・奴隷制度・人種差別・労働問題・ジェンダー等� はいうに及ばず、時代との関連、

各種の文学的アプローチの方法等が最新の研究成果をふまえたうえで、各巻 200 � 2000項目

に分類して論じられている。

※ Greenwood Press 社発行の原書のお求めは、雄松堂書店営業部（Tel: 03-3357-1411）へお問い合せ下さい

アメリカ文学史における代表的な作家を精選、

Ａ－Zの事典形式でまとめた作家別事典シリーズ──

092  アメリカ文学ライブラリー
既刊 13巻　定価 256,200円  （本体価格 244,000円）

前田絢子、荒このみ  監修
菊判   上製   クロス装   各巻400 � 1000頁 各巻定価 15,750円� 26,250円

※ 6、14巻刊行中止

  第 2巻　エドガー・アラン・ポウ事典   【近刊】

 Edgar Allan Poe (1809-1849) フランク／マジストレール共著　宮川  雅  訳
原著：The Poe Encyclopedia（Greenwood Press, 1997. 978-0-313-27768-0） 

 第 3巻　ハーマン・メルヴィル事典
 Herman Melville (1819-1891)  R・L・ゲイル  著　福士久夫  訳

原著：A Herman Melville Encyclopedia（Greenwood Press, 1995. 978-0-313-29011-4） 

菊判   上製   クロス装   784頁   2008年刊   0367-6  定価21,000円（本体 20,000円）

『白鯨』で人気のメルヴィルだが、他にも初期の海洋冒険小説『タイピー』、ニューヨークを舞台に
した実存主義文学のはしり「バートルビー」、キリスト教文明の根幹へ挑戦状を突きつけた後期の

『詐欺師』や未完の『ビリー・バッド』まで、その作風は多彩で幅広い。これら難解な作品を読むに
あたっての各種さまざまな手がかりを与え、さらにメルヴィル研究の進展に役立つ 1 冊である。

 第 4巻　エミリ・ディキンスン事典
 Emily Dickinson (1830-1886)  J ･ D ･エバウェイン  編　鵜野ひろ子  訳

原著：An Emily Dickinson Encyclopedia（Greenwood Press, 1998. 978-0-313-29781-6） 

菊判   上製   クロス装   432頁   2007年刊   0371-3　定価16,800円（本体 16,000円）

1981 年の草稿版の複製出版と 1998 年のフランクリン版詩集の発行を機に、ディキンスンの詩の定
本がそれまでのジョンスン版からフランクリン版にとってかわるなど、活発な議論が交わされてい
る。ファシクル一覧付き。

 第 5巻　ルイザ・メイ・オルコット事典
 Louisa May Alcott (1832-1888) 
 グレゴリー・アイスレイン／アン・K・フィリップス  共編　篠目清美  訳

原著：The Louisa May Alcott Encyclopedia（Greenwood Press, 2001. 978-0-313-30896-3）

菊判   上製   クロス装   430頁   2008年刊   0372-0   定価18,900円（本体 18,000円）

『若草物語』以外にも別のペンネームで過激なスリラーや扇情小説を執筆していたことが判明し、
近年アメリカン・スタディーズやフェミニズムなどの分野で研究対象として注目を浴びているオル
コット。衣服改革、禁酒運動、奴隷制廃止運動等、作品のテーマとなった運動や、ホーソーンやエ
マソン、ソローなど同時代人との関係についても詳説。19 世紀アメリカ文学界を見渡すにも役立つ。

 第 7巻　ヘンリー・ジェイムズ事典
 Henry James (1843-1916) Ｒ･Ｌ･ゲイル  著　別府惠子、里見繁美  共訳

原著：A Henry James Encyclopedia（Greenwood Press, 1989. 978-0-313-25846-6） 

菊判   上製   クロス装   1026頁   2007年刊   0379-9  定価26,250円（本体 25,000円）

アメリカに生まれ、文化教養の源泉をもとめてヨーロッパへ。ヨーロッパ、アメリカ双方の視点を
持ち合わせ、国際的な視点から多彩な作品を執筆したヘンリー・ジェイムズというひとりの作家の
豊穣な想像世界へ導く一冊。
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 第 8巻　ジョン・スタインベック事典
 John Steinbeck (1902-1968)  

レイルズバック／マイヤー　共編　井上謙治 訳
原著：A John Steinbeck Encyclopedia（Greenwood Press, 2006. 978-0-313-29669-3） 

菊判   上製   クロス装   700頁　2009年刊　0454-3　定価21,000円（本体20,000円）

『怒りのぶどう』や『エデンの東』などの傑作を生み出しつつも誤解による批判にさらされること
の多かったスタインベック。その誤解を解くためにその多面的な人物像に迫り、理解を助ける。

 第 9巻　セオドア・ドライサー事典  
 Theodore Dreiser (1871-1945)  キース･ニューリン  編　村山淳彦  訳

原著：A Theodore Dreiser Encyclopedia（Greenwood Press, 2003. 978-0-313-31680-7） 

菊判   上製   クロス装   552頁   2007年刊   0375-1　定価18,900円（本体 18,000円）

毀誉褒貶の激しい作家であったが 1991 年の国際セオドア・ドライサー協会結成等、今日では最重
要作家のひとりとしての地位が認められている。19 世紀末に出現し始めたアメリカ的大都会の光
と闇を描いた「都市小説」は、現代に通じる都市に生きる夢、希望、挫折、孤独を突き詰める。

 第 10巻　エズラ・パウンド事典         
 Ezra Pound (1885-1972)  ディミートリーズ・P・トリフォノポウロス／

スティーヴン・J・アダムズ　共編　江田孝臣  訳
 原著：The Ezra Pound Encyclopedia （Greenwood Press, 2005. 978-0-313-30448-4）

菊判   上製   クロス装   524頁   2009年刊　0426-0　定価18,900円（本体 18,000円）

イマジズム運動、ヴォーティシズム運動を興し、その文学理論はジョイス、ヘミングウェイをはじ
めとする 20 世紀の作家たちに大きな影響を与えたパウンドの宗教観、歴史観、社会経済思想を第
一級の研究者がわかりやすく詳説。さらにパウンド批評の変遷、国とジャンルを越えた広い交流、
音楽、彫刻、日本の能など文学以外の芸術との関わりまで言及する。

 第 11巻　Ｆ･Ｓ･フィッツジェラルド事典
 F. Scott Fitzgerald (1896-1940)  Ｒ･Ｌ･ゲイル  著　前田絢子  訳

原著：An F. Scott Fitzgerald Encyclopedia（Greenwood Press, 1998. 978-0-313-30139-1）

菊判   上製   クロス装   約 820頁   2010年刊   0369-0   定価 21,000円（本体 20,000円）

今日では、時代が生んだ寵児という存在を越えて愛され続ける作品の数々であるが、時代とともに
フィッツジェラルドの評価は激しく変化し、真価が認識されたのは、1960 年代に入ってのことで
ある。フィッツジェラルドの人と作品を詳細に示すことによって、フィツジェラルド文学の特質と
背景、神話の実態と真相を明らかにする。

第 12巻　ウィリアム･フォークナー事典
 William Faulkner (1897-1962) ハンブリン／ピーク  共編   寺沢みづほ  訳

原著：A William Faulkner Encyclopedia （Greenwood Press, 1999. 978-0-313-29851-6）

菊判   上製   クロス装   552頁   2006年刊   0368-3　定価18,900円（本体 18,000円）

文字化、映像化で社会を揺るがした、この稀有な作家が生み出した多くの作品はもとより、彼の趣
味や奇行の数々、エピソードなどの 400 項目から、改めて新鮮なフォークナー像が浮かぶ。原著執
筆者 55 名の追究心あふれる目が、フォークナーを分析している。

 第 13巻　ラングストン・ヒューズ事典
 Langston Hughes (1902-1967)  ハンス･オストロム  著　木内  徹  訳

原著：A Langston Hughes Encyclopedia（Greenwood Press, 2002. 978-0-313-30392-0） 

菊判   上製   クロス装   590頁   2006年刊   0373-7　定価18,900円（本体 18,000円）

アメリカ文学のなかで、同時代の代表的な作家たちと比べ、その重要性において劣っているとみな
されていたヒューズだが、彼の一貫した価値観に支えられる多様で多作な作品に、改めて高く評価
されるべくヒューズの存在を確認する。

 第 15巻　トニ・モリスン事典
 Toni Morrison (1931- )  エリザベス･Ａ･ボーリュー  編　荒このみ  訳

原著：The Toni Morrison Encyclopedia（Greenwood Press, 2003. 978-0-313-31699-9）

菊判   上製   クロス装   368頁   2006年刊   0374-4    定価15,750円（本体 15,000円）

第 1 作の『青い目がほしい』から第 7 作の『パラダイス』までの長編小説を取り上げる。（その後
出版された長編小説には『ラヴ』がある。）論文と呼べるほどの長さの項目説明・解釈を多く取り
入れ、モリスン文学を多角的な視点からより深く、豊かに理解する助けになるよう目論まれている。

 第 16巻　ジョン・アップダイク事典
 John Updike (1932-2009) 
 ジャック･ドベリス  著　鈴江璋子  訳

原著：The John Updike Encyclopedia（Greenwood 

Press, 2000. 978-0-313-29904-9）

菊判   上製   クロス装   610頁   2006年刊   0376-8   
定価 18,900円（本体 18,000円）

「ラビット四部作」で知られる現代アメリカのリアリズム作家、
アップダイクの長編・短編・詩・エッセイなど、大量の著作と
幅広い活動範囲に言及する。　
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096 POETICA 
 An International Journal of Linguistic-Literary Studies.
 The Editorial Board of POETICA（編集長：宮利行）(ISSN 0287-1629)

Poetica は、英文学と英語学の研究に関して、日本から国際的

に発信する目的で生まれ、36 年間にわたって毎年 2 度刊行さ

れてきた英文雑誌です。この間同種の試みは各地で行われま

したが、本誌は現在も続いている唯一の研究雑誌といってよ

いでしょう。それも、厨川文夫（慶應義塾大学）・桝井迪夫（広

島大学）・宮部菊雄（東京大学）の 3 名による創始者の精神が、

今なお脈々と息づいているからにほかなりません。
宮利行

 POETICA No. 75
 From Runes to Caxton - Aspects of 

Medieval English Language and Literature
 Edited by Hans Sauer and Michiko Ogawa
 B5判変型　並製　162頁　本文：英語

0579-3  定価4,725円（本体 4,500円）

 

〈バックナンバーのご案内〉

No. 1-75 (1974-2011) in 69 issues.   定価 329,175円（本体 313,500円）

50 号： In Celebration of the Twenty-Fifth Anniversiary, 2005.  定価 6,300 円（本体 6,000 円）
52 号： Comparative Literature and Culture, 1999.  定価 4,725 円（本体 4,500 円）
56/57 号： Overcoming Postmodernism, 2002.  定価 4,725 円（本体 4,500 円）
58 号： English Stylistics, 2002.  定価 4,725 円（本体 4,500 円）
59 号： In Memory of Shinsuke Ando and Yasunari Takahashi, 2003.  定価 4,725 円（本体 4,500 円）
60 号： The History of the Book in Fifteenth Century Britain, 2003.  定価 4,725 円（本体 4,500 円）
62 号： Medieval English Dialectology, 2005.  定価 4,725 円（本体 4,500 円）
64 号： Anglo-American Poetry in the Twentieth-Century, 2006.  定価 4,725 円（本体 4,500 円）
65 号：  Lafcadio Hearn Re-examined, 2006.  定価 4,725 円（本体 4,500 円）
66 号： The Expression of Emotions in English with an Emphasis on Old 
             and Middle English, 2006.  定価 4,725 円（本体 4,500 円）
68 号： Tradition and Transition: Literature and Culture in 
             Eighteenth-Century Britain, 2007.  定価 4,725 円（本体 4,500 円）
70 号： Current issues in generative grammar and language acquisition, 2008. 
　 定価 4,725 円（本体 4,500 円）
71 号： New Directions in Medieval English Editing, 2009. 定価 4,725 円（本体 4,500 円）
72 号： The Politics of Late Medieval English Devotional and Medical 
             Discourse, 2009. 定価 4,725 円（本体 4,500 円）
73 号： In Memoriam Derek Brewer, 2010. 定価 4,725 円（本体 4,500 円）
74 号： Concrete Poetry--An International Debate, 2010. 定価 4,725 円（本体 4,500 円）
75 号： From Runes to Caxton --Aspects of Medieval English Language and 
             Literature, 2011. 定価 4,725 円（本体 4,500 円）

詳細は をご覧下さい。

英語･言語学

093 中世イギリス文学入門 �研究と文献案内
 宮利行、松田隆美　編

B5判　上製　454頁　2008年刊
0490-1　定価10,500円（本体 10,000円）

シェイクスピア以前のイギリス文学を総括的に扱った作品紹介および
研究案内。3部構成となっており、「第Ⅰ部　主要な作家とジャンル」
では中世イギリス文学の作品を主要作家やジャンル毎に 30項目の記
事で解説。「第Ⅱ部　中世イギリス文学のコンテクスト」では宗教史、
美術史、書物史など中世研究の視点から解説、さらに近代以降にお
ける受容史を紹介。「第Ⅲ部　中世文学の原典に親しむために」では、
原典調査に必要な基礎知識、文献、ウェブサイトを紹介している。

特に文献案内については下記専用ウェブサイトにて最新情報を提供し
ている。

http://www.yushodo.co.jp/press/literature_medieval_e/update.html

094 日本英学新誌                                               オンデマンド版

明治 25年 3月（創刊）�明治 34年 4月（終刊）全 144号

増田藤之助、イーストレーキ、村田祐治  編　
A5判　上製　合本 22冊　解説 1冊　総 8,000頁　1983年刊　
 3201-0　　定価 472,500円（本体 450,000円）

増田藤之助の業績は、精魂こめた訳読法にあり、杉村楚人冠をして「増田先生の訳は一字一句、否、
ピリオド一つもゆるがせにしない厳格さで、しかも立ちどころに名文となった」といわしめた。博
言博士イーストレーキと村田祐治の協力の下に本誌は創刊され、最高権威の栄を担った英語雑誌と
なった。蘭学から英学への移行期をたどる。

英 語 ・ 言 語 学

095 否定的な意味の動詞とその構文 ― 英語史の視点から

 Verbs of Implicit Negation and their Complements in the 
History of English
家入葉子　著

雄松堂／ John Benjamins　共同出版　

本文：英語　B5判変型　上製　220頁　2010年刊
0540-3   定価12,600円（本体 12,000円）

否定的な意味合いをもつ 11の動詞、forbid, refuse, forbear, avoid, 

prohibit, prevent, hinder, refrain, fear, doubt, denyに注目。その構文の通
時的変化を分析し、現代英語においてこれらの動詞が that節、不定詞、
動名詞等を選択するメカニズムを明らかにする。構文が成立するまで
の経緯について理解を深めると同時に、The Oxford English Dictionary
を通時コーパスとして利用することについても、その有用性と意義を
具体的に検討する。

ISBN 978-4-8419-

英米文学／英語･言語学
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国 語 ・ 国 文 学

＊ 国　語

097 国語国文学論文集  川瀬博士古稀記念　

記念出版委員会  編
A5判　上製　868頁　1979年刊 1091-9　定価 18,900円（本体 18,000円）

川瀬一馬博士は「古活字版の研究」、「古辞書の研究」、「日本書誌学之研究」などで知られ、新しい
学問「書誌学」を育てた。本書は博士の古稀を記念し、東京文理科大学・東京教育大学の国語学国
文学科出身の学究者 34人が編んだ論文集である。

＊ 近代文学

098 コロンビア大学出版局・雄松堂書店共同企画

 Memoir of Forgetting the Capital
 都わすれの記

谷崎潤一郎  著　エミー・ハインリック  訳　ドナルド・キーン  序
A4判変型　上製クロス装　無双帙入　68頁　2010年刊　

0547-2　定価12,600円（本体 12,000円）

本書は谷崎潤一郎が疎開中の 2年間に詠んだ短歌 72 首
（『都わすれの記』昭和 23 年創元社刊）をアメリカの歌
人が英詩として訳出したものである。日本語の原文に
英詩を添え、原著を飾った松子夫人の書と和田三造に
よる挿し絵を口絵として収録し、ドナルド・キーン氏
による序文と訳者による解説（英文）を付した。小説
に対する評価に比して、従来谷崎の短歌は注目される
ことが少なかったが、ちょうど『細雪』執筆の時期と
も重なり、戦争の影もうかがわせるこの頃の歌は、谷
崎文学の側面を伝えて貴重である。

099☆ マクベス
 森 外　訳（自筆稿本） 坪内逍遙　序・注         影 印 版

原本所蔵：早稲田大学演劇博物館

解説：小堀桂一郎

A3判　和綴　146葉　函入　限定 350部　1999年刊
0259-4　定価73,500円（本体 70,000円）

近代劇協会の主宰者・上山草人の依頼により、「マクベス」の翻訳に
着手した 外が、当時すでにシェイクスピア学の権威であった逍遙
に注を求めて完成したものの稿本。大正 12 年筆。逍遙の序文および
外手書きの本文はカラー印刷で、付箋に書かれた逍遙の朱注は手
貼りで再現、活字本では伺い知れない 外の苦吟推敲の跡が浮かび
上がる。

100 復刻版  日本浪曼派  全 5冊                         オンデマンド版

創刊号（昭和 10年 3月）�第 29号（昭和 13年 8月）合本 4冊
原型 A5判　上製　本文 2,853頁　別冊付録「日本浪曼派とはなにか」
原型色刷表紙　1971年刊
 3002-3　定価68,250円（本体 65,000円）

雑誌『日本浪曼派』は昭和十年三月、新保光太郎、亀井勝一郎、中島栄次郎、中谷孝雄、緒方隆士、
保田与重郎の六人によって創刊された著名な文学同人誌である。

『青い花』同人の太宰治らも加わり、終刊時では 50名以上の同人を擁する文学運動を展開、29号
をもって終刊した。戦後から今日まで、さまざまな視角から俎上にのぼせられ、研究者、専門図書
館などから再版の要望が強かった本誌をオンデマンド版で復刻した。

『日本浪曼派』同人一覧

朝倉保平、石中象治、伊藤佐喜雄、伊東静雄、井上達、伊馬春部、
岩田九一、大山定一、緒方隆士、亀井勝一郎、北村謙次郎、木山捷平、
久保田正文、郡山弘史、小山祐士、今官一、近藤春文、斎藤信、駒
田信二、坂本越郎、佐藤春夫、佐藤広、沢西健、新保光太郎、高橋幸雄、
滝田勝、太宰治、橘好一、田村五郎、檀一雄、常木実、十返肇、外村繁、
中河与一、中島栄次郎、中谷孝雄、中村地平、芳賀檀、萩原朔太郎、
林房雄、原民喜、番匠谷英一、平林英子、福田実、舟橋埴郎、真杉
静枝、松山武夫、緑川貢、三好達治、保田与重郎、山岸外史、雪山俊之、
横田文子、淀野隆三、若林つや、渡辺寛

101 復刻版  文藝文化  全 8冊                          オンデマンド版

 創刊号（昭和 13年 7月 1日）�第 70号（昭和 19年 8月 1日）
合本 7冊、別冊付録・総目次　
原型菊判　上製　本文 3,824頁　原型多色刷表紙　1971年刊
 3003-0　定価94,500円（本体 90,000円）

 『文藝文化』は近代主義の流れに抗し、日本固有の古典美を謳歌し
た独自の国文学雑誌である。当時、新鋭の学徒であった四名の同人、
池田勉、栗山理一、清水文雄、蓮田善明が編集した本誌は岡崎義恵、
垣内松三、風巻景次郎、斉藤清衛、塩田良平、西尾実、久松潜一、
吉田精一等、国文学界の重鎮がそろって執筆している。また三島由
紀夫が華彩なデビューを飾ったことでも知られる。棟方志功の手に
よる馥郁とした表紙絵やカットはこの同人誌の浪曼的志向の強い傾
向をうかがわせる。

昭和十年代を代表する二大文学同人雑誌の復刻版

第 45 回造本装幀コンクール

出版文化国際交流会賞受賞
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104 武蔵野  全 3冊                                                   複 刻 版

日本近代文学館  監修　紅野敏郎  解説
第 1編�第 3編（明治 25年 3、4、7月）
四六判紐綴　クロス製四方帙入り　全 464頁　
別冊解説付　2004年刊

  0356-0　定価52,500円（本体 50,000円）

樋口一葉が作家としての一歩を踏み出した半井桃水主宰
の同人雑誌。一葉は、第一編創刊号に『闇桜』、第二編に
『たま襷』、第三編に『五月雨』と立て続けに発表している。
ほかに畑島桃蹊、小田果園、柳塢亭寅彦、三品藺溪など
が寄稿した。

105 片袖  全 3冊                                                         複 刻 版

与謝野鉄幹  編　早稲大学図書館  監修　篠  弘  解説
第 1集�第 3集（明治 34年 3、12月及び明治 35年 3月）
変型袖形（185Å 102ミリ）~ 紐綴　クロス製四方帙入り
全 230頁　別冊解説付　2005年刊

 0384-3　定価42,000円（本体 40,000円）

かの『明星』の最初期、与謝野晶子の「みだれ髪」刊行直
後の与謝野鉄幹による編集。与謝野鉄幹は生涯、自らの詩
歌集の造本・装幀に大きな情熱を注いだが、なかでも、「片
袖」は、袖をかたどった判型で、書物装幀の歴史上、ユニ
ークなサンプルである。原本の揃いは日本国内に５部以下
といわれている稀覯書。原装で再現した愛蔵版。

106  中央文学  全 16巻　                                            複 刻 版

第１年１号～第５年 12 号（春陽堂  大正 6 年 4 月～ 10 年 12 月発行）

紅野敏郎  解説

菊判（原寸）　上製クロス装 　15巻付解説巻（総目次・
執筆者索引）

2005年刊　0397-3   定価609,000円（本体 580,000円）

雑誌「中央文学」は大正期文壇の成立期とかみあう重要な文芸雑誌であ
りながら、完全なかたちで所蔵する機関がなく、ながく複製出版が待た
れていた。当時の雰囲気を伝えるフルカラーの表紙をはじめ、全 57冊を
広告頁にいたるまで完全に再現。1年分を 2 � 4冊に合本、全体で 15冊
とし、最終巻として紅野敏郎による解説、総目次、便利な執筆者索引を
付した。

 詳細は をご覧下さい。

シリーズ第２弾

シリーズ第３弾

シリーズ第１弾102 歌舞伎                                                                  複 刻 版

菊判　上製
第 1期　第 1-43号（明治 33年� 36年）　全 7巻　
 0538-0　セット定価220,500円（本体 210,000円）
第 2期　第 44-68号（明治 37年 1月� 38年 12月）　全 6巻
 0557-1　セット定価 189,000円（本体 180,000円）

第 3期　第 69-92号（明治 39年 1月� 40年 12月）　全 8巻
 0558-8　セット定価 252,000円（本体 240,000円）
第 4期　第 93-113号（明治 41年 1月� 42年 12月）　全 7巻
 0559-5　セット定価220,500円（本体 210,000円）

 森 外、坪内逍遙らが活躍した演劇雑誌

 明治から大正期の演劇史の貴重な資料
歌舞伎発行所発行「歌舞伎」第 1 � 175号（明治 33年 1月�大

正 4年 1月）を全 49冊（予定）に合本、全７回、年 2回配本予定。

解説巻（宗像和重・今岡謙太郎解説 +総目次／索引） 〈近刊〉

森 外の弟篤次郎、筆名三木竹二（「三木」は、本姓の森をわかち、本名

の冠を採って名づけたもの）が創刊し、編集も三木があたった。明治 41

年 1月、三木竹二没後、伊原青々園（敏郎）に引き継がれた。

文学者の手になる我が国最初の演劇雑誌で、編集には森 外が積極的に協

力した。よって内容は高度のものとなり、かつ歌舞伎のみならず、新傾向

の演劇、泰西戯曲にも関心をひろげひろく演劇全般にわたり、劇界の指導的役割をつとめた。また、

写真製版技術の発達とともに舞台写真や海外の舞台なども多く掲載し、画報的性格をもって今日に

貴重な資料となった。明治から大正期の演劇史を語る貴重な資料である。 

 詳細は をご覧下さい。

103 近代文芸雑誌稀少十誌                        複 刻 版

紅野敏郎   編集・解説
菊判　10誌　全 13冊　付解説　四方帙入　2007年刊

　0442-0　定価79,800円（本体 76,000円）
収録内容： 

「ル・イブウ」(LE HIBOU)　創刊号　大正 2 年 2 月 1 日　木兎社
「異端」創刊号、第 2 号　大正３年９月１日、大正 4 年 1 月 1 日　異端社
「智慧」第 1 号　大正 7 年 4 月 10 日　阿蘭陀書房
「リラ」第 1 輯　大正 9 年 10 月 9 日　リラの花詩社
「茜ぞめ」創刊号　大正 10 年 11 月 1 日　茜ぞめ社
「新興」創刊号　大正 13 年 2 月 1 日　新興社
「ダムダム」創刊号　大正 13 年 11 月 10 日　南天堂書房･ダムダム会
「藝術運動」第 1 号　大正 14 年 9 月 1 日　藝術運動社
「春鶯囀」創刊号、第 3 号、第 4 号　大正 15 年 1 月 1 日、3 月 15 日、
      5 月 1 日　春鶯囀詩院

「没落時代」四月創刊号　昭和 4 年 4 月 1 日　没落時代社

大正２（1913）年から昭和４（1929）年に刊行された、ほとんどが創刊
号のみという非常に短命に終わった同人雑誌である。文学史上重要な意味を持ち、なお今となって
は入手困難な稀少雑誌ばかりを、原装に忠実に再現したものである。

●『日本のリトル･マガジン』シリーズ

シリーズ第４弾

シリーズ第 5 弾

『日本のリトル･マガジン』シリーズ●
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 総目次 16 万件を自在に検索

107 DVD 版  精選近代文芸雑誌集　総目次
早稲田大学図書館　編　紅野敏郎　解題　

A5判  1冊＋ DVD  1枚（日本語版Windows XP以降に対応）
0575-5　定価84,000円（本体 80,000円）

明治後期� 昭和戦前期（1897� 1939年）に創刊された雑誌のうち、
136誌 4506号の目次 16万件をデータベース化。演劇映画、婦人少
年などの 9分野、雑誌名、発行年月日、著者名、目次記事中のフリ
ーワードでの横断検索が可能。著者名については雅号・別名からも
検索できる。136誌すべてについて、雑誌研究の泰斗・紅野敏郎が
懇切丁寧な解題を付す。文芸雑誌を中心に同人誌、総合雑誌、演劇・
映画、婦人・少年、美術誌など関連諸分野を幅広くカバーしており、
日本近代文学研究者に必須のツールとなっている。

108 精選近代文芸雑誌集　総目次               オンデマンド版  
早稲田大学図書館　編　紅野敏郎　解題　

全 29巻   並製   A5判   各巻200� 400頁   セット定価108,150円（本体 103,000円）

マイクロフィッシュ版「早稲田大学図書館編　精選近代文芸雑誌集」の収録書総目次として作製し、
非売品であったものを、研究者よりの要望に応え、ISBNのついた書籍としてオンデマンド版で頒
布可能にした。日本近代文学研究に欠かせない、しかし入手困難な文芸雑誌の一大コレクション。

マイクロフィッシュについては雄松堂書店営業部（Tel: 03-3357-1411）へお問い合せください。

第 1巻 演劇・映画（１） 「歌舞伎」 5004-5　定価3,990円　（本体 3,800円）

第 2巻 演劇・映画（２） 「劇と詩」「シバヰ」「とりで」「近代」「劇文学（窓）」「演劇新潮」
  5005-2　定価3,360円　（本体 3,200円）

第 3巻 演劇・映画（３） 「新演芸」 5006-9　定価3,990円　（本体 3,800円）

第 4巻 演劇・映画（４） 「映画往来」「映画時代」 5007-6　定価3,990円　（本体 3,800円）

第 5巻 演劇・映画（５） 「演劇」「舞台」「劇作」「劇文学」
  5008-3　定価3,990円　（本体 3,800円）

第 6巻 少年雑誌（１） 「日本少年」 5009-0　定価4,830円　（本体 4,600円）

第 7巻 少年雑誌（２） 「冒険世界」 5010-6　定価3,360円　（本体 3,200円）

第 8巻 婦人雑誌（１） 「婦人文芸」「女の世界」「ビアトリス」「女性改造」「火の鳥」 
  5011-3　定価3,780円　（本体 3,600円）

第 9巻 婦人雑誌（２） 「婦人サロン」「婦人評論」 5012-0　定価3,360円　（本体 3,200円）

第 10巻 婦人雑誌（３） 「新女苑」 5013-7　定価3,360円　（本体 3,200円）

第 11巻 総合雑誌（１） 「早稲田学報」「青年界」「時代思潮」「江湖」
  5014-4　定価4,200円　（本体 4,000円）

第 12巻 総合雑誌（２） 「太平洋」 5015-1　定価3,570円　（本体 3,400円）

第 13巻 総合雑誌（３） 「近時画報」 5016-8　定価3,360円　（本体 3,200円）

第 14巻 総合雑誌（４） 「黒潮」「大観」「著作評論」「新興」「世紀」「東大陸」
  5017-5　定価3,570円　（本体 3,400円）

第 15巻 文芸雑誌（１） 「新文芸」「文芸界」「山比古」「ハガキ文学」「新天地」「モザイク」 
  5018-2　定価4,620円　（本体 4,400円）

第 16巻 文芸雑誌（２） 「中央文学」「苦楽」 5019-9　定価3,570円　（本体 3,400円）

第 17巻 文芸雑誌（３） 「文芸日本」「文章往来」「大衆文芸」「近代生活」「文学風景」「麺麭」
「文芸世紀」 5020-5　定価4,620円　（本体 4,400円）

第 18巻 文芸雑誌（４） 「若草」 5021-2　定価4,620円　（本体 4,400円）

第 19巻 文芸雑誌（５） 「文藝」 5022-9　定価3,150円　（本体 3,000円）

第 20巻 同人雑誌（１） 「しれえね」「地平線」「基調」「十三人」「朝」「主潮」「文芸行動」「街」
「文芸城」「新正統派」「正統文学」「新早稲田文学」「黙示」
「文学精神」 5023-6　定価3,780円　（本体 3,600円）

第 21巻 同人雑誌（２） 「リラ」「葡萄園」「青銅時代」「三田文芸陣」「季節の展望」「素質」
「新三田派」「七人」「朱門」「虹（箒）」「偽画」「未成年」
  5024-3　定価3,150円　（本体 3,000円）

第 22巻 文芸雑誌（６） 「黒耀」「ル・イブウ」「星座」「主潮」「行路」「文党」「手帖」
「創作時代」「文芸都市」「文芸レビュー」「新科学的文芸」「文学党員」
「南紀芸術」 5025-0　定価4,200円　（本体 4,000円）

第 23巻 文芸雑誌（７） 「芸術共和国」「新文芸時代」「あらくれ」「リベルテ」「尺牘」「翰林」
「世紀」「星座」「行動文学」「文学生活」「文体」 
  5026-7　定価3,780円　（本体 3,600円）

第 24巻 左派・アナーキズム・探偵

  「民衆の芸術」「ダムダム」「悪い仲間（文芸ビルデング）」「大学左派」
「十月」「集団」「探偵趣味」「シュピオ」

    5027-4　定価3,150円　（本体 3,000円）

第 25巻 随筆 「郊外」「随筆」「桂月」「亡羊」「軟文学研究」「みをつくし」「古東多万」
「博浪沙通信」 5028-1　定価3,360円　（本体 3,200円）

第 26巻 外国文学 「露西亜文学」「英語文学」「露西亜芸術」「新趣味 」「南欧文学」
「仏蘭西文学」「ブレイクとホヰットマン」「仏蘭西文芸」 
  5029-8　定価3,360円　（本体 3,200円）

第 27巻　美術雑誌 「月刊スケッチ」「生活」　「趣味之友」「芸美」「珊瑚礁」「アルト」
「セレクト」 5030-4　定価3,360円　（本体 3,200円）

第 28巻 詩歌雑誌（１） 「短歌雑誌」 5031-1　定価3,360円　（本体 3,200円）

第 29巻 詩歌雑誌（２） 「文芸汎論」 5032-8 　定価3,360円　（本体 3,200円）



国語・国文学
YP-280

54ISBN 978-4-8419-

国語・国文学
YP-280

55

111 山本実彦旧蔵・川内まごころ文学館所蔵

 「改造」直筆原稿の研究

紅野敏郎、日高昭二  編
B5判　上製　400頁　2007年刊

0461-1　定価21,000円（本体 20,000円）

川内まごころ文学館が所蔵する直筆原稿をめぐる研究論文 12本と、
翻刻「続夫婦善哉」、ほかに改造社関係の資料からなる。編者のほ
かに阿毛久芳、大橋毅彦、川瀬清、紅野謙介、島村輝、千葉俊二、
辻野雄一、十重田裕一、長島裕子、宗像和重の各氏が論文を執筆。
（DVD 版とのセットのうち、論文集のみの別売）

112 DVD 版　小林多喜二　草稿ノート・直筆原稿
原本所蔵：日本共産党中央委員会、日本近代文学館、
薩摩川内市川内まごころ文学館、市立小樽文学館、北海道立文学館ほか

編集：小林多喜二直筆資料デジタル版刊行委員会

　　　島村輝、日高昭二、荻野富士夫、ノーマ・フィールド

A5判解説  1冊＋ DVD-ROM  1枚（Windows対応）

2011年刊　　0574-8　定価105,000円（本体 100,000円）

近年日本共産党中央委員会の所蔵となった 13 冊を含む草稿ノート
15 冊 2000 頁、直筆原稿 13 点 800 枚を収録。ことに草稿ノートは多
喜二の創作の原点を示す貴重な物である。さらに初出誌面と研究者
による解題を付し、発表までの過程を辿ることが可能となった。多
喜二が変名で発表した全集未収録作品も収録。多喜二文学再評価の
機運も高まりつつある現在、日本近代文学研究に欠かせない資料で
ある。

113 神奈川近代文学館  蔵

 夏目漱石落款集成
A4 判　袋綴じ上製　クロス装　無双帙入　2007年刊

0457-4　定価29,400円（本体 28,000円）

1999 年、夏目家より遺品類とともに神奈川近代文学館に寄贈された数々の
印章は、夏目漱石が漱石山房にて日常座右に置いて愛玩し、書画の落款と
して、あるいは蔵書印や書籍の検印として、実際に用いていたもの。認め
印も含めて総数 58 顆（うち緑印 1 顆）にもおよぶこれ
らの印章を印譜として集成した。自らも書画をたしな
み、常に傍らに印章を置いていた文人漱石の美意識と
こだわり、遊び心がうかがえる落款集成である。夏目
房之介氏のエッセイ「漱石と書・落款」と紀田順一郎
氏（神奈川近代文学館長）による解説「漱石の文人生
活と落款の意義」を収録。各印章の用途、篆刻者、文
言の由来などを紹介している。

109 DVD 版　山本実彦旧蔵　慶應義塾図書館所蔵

 改造社出版関係資料
原本所蔵：慶應義塾図書館    

編集：慶應義塾図書館改造社資料刊行委員会

　　　田村俊作、石黒敦子、紅野謙介、五味渕典嗣、
　　　杉山伸也、玉井 清、松村友視
DVD ディスク 1枚＋解説目録 （B5判  上製   98頁）

0534-2　定価315,000円（本体 300,000円）

慶應義塾図書館が所蔵する、改造社内部の出版関係資料および経営関係資料、改造社社主山本実彦自
身に属する文書および山本個人に関する資料 386点を収録する。その内容は、出版資料として残され
た作家・著述家直筆の原稿や書簡、校正ゲラ、『現代日本文学全集』（円本）の底本、原稿料や印税の記録、

広告・宣伝に関する文書、関係業
者との交渉の記録、改造社の経営
に関する社内文書、山本実彦自身
による記録文書、戦後における山
本実彦の公職追放をめぐる裁判記
録など、多岐にわたり、これらに
よって、改造社およびその出版に
関わる様態を総合的かつ網羅的に
俯瞰することができる。

110 山本実彦旧蔵　川内まごころ文学館所蔵
 「改造」直筆原稿の研究  

付録･ DVD 版  直筆原稿画像データベース
原本所蔵・監修：薩摩川内市川内まごころ文学館

編集：紅野敏郎、日高昭二、紅野謙介、島村輝、十重田裕一、三島盛武、
　　　宗像和重

「研究論文集」1冊と DVD 版ディスク 1枚セット　2007年刊
 0460-4　定価315,000円（本体 300,000円）

今回 DVD 版に収録された原稿は、大正 10 年から昭和 21 年の間に、「改造」、「女性改造」、「短歌研究」

などの改造社関係の雑誌や、「日本文学講座」などの単行本のために書かれたもので、作家数で 90 人、

7000 枚、膨大かつ貴重なもの。彼の死後、1999 年に遺族によってそれらは実彦の出身地である薩

摩川内市に寄贈された。そのすべてを収録し掲載誌面や解説

を付してデーターベース化した。

主な直筆原稿は、横光利一の長編「上海」、大佛次郎の史伝「ド

レフュス事件」、井伏鱒二「波高島」、幸田露伴「蒲生氏郷」、

小林多喜二「工場細胞」、瀧井孝作「無限抱擁」、谷崎潤一郎

「芸術一家言」、火野葦平「敵将軍」、武者小路実篤「或る男」、

織田作之助の未発表原稿「続夫婦善哉」など。近代文学専門

家 7名からなるワーキンググループによる 90人の著者の経
歴と、235点についての資料解題を付す。 
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114 夫婦善哉　完全版
織田作之助  著
四六判　上製　228頁　2007年刊 0467-3　定価1,890円（本体 1,800円）
本書構成＝夫婦善哉　正編／続　夫婦善哉／続　夫婦善哉（直筆原稿影印版）
解　　説＝日高昭二

「織田作之助の『夫婦善哉』は、すでに浪花の、

といわず、日本文学の郷愁である。」
　　　　　　　　　　　　　　　  （田辺聖子氏の推薦文より）

続編の舞台は大阪から九州・別府へと移るが、しっかり者の女房が駄

目夫を支える“浪花の夫婦愛”は健在で、ホロリとさせる佳品となっ

ている。正編・続編にあわせて続編直筆原稿の影印版を付録。60 年ぶ

りの発見となった原稿は改造社を創業した山本家が 99 年、原稿類を

出身地の鹿児島県川内市へ寄贈したものの中に所蔵されていた。

115 「學鐙」を読む ―内田魯庵・幸田文・福原麟太郎ら―

紅野敏郎  著　菊判　上製　620 頁　2008 年刊
0516-8　定価 10,500 円（本体 10,000 円）

116 「學鐙」を読む・続 ―中野好夫・白洲正子・富士川英郎ら―

紅野敏郎  著　菊判　上製　556 頁　2009 年刊行　
 0527-4   定価 10,500 円（本体 10,000 円）
「「學鐙」を読む」は、丸善の機関紙「學鐙」に 1989 年より 2010 年まで 198 回連載された。連載中
であった 2008 年と 2009 年に、近代文化・文学史上に重要な人物について書いた 174 回を自身で選
び再編集したのが本書である。

正編では、創刊（明治 30 年 3 月）のころに多くのページを割き、初
代「學鐙」編集長をつとめた内田魯庵をはじめとする多彩な人物をと
りあげる。また特輯号や広告について触れ、ヨーロッパ文化移入の初
期段階に「學鐙」の果たした役割を評価する。続編で、以来今日にい
たる、日本文学から外国文学までの、人、本、出版社を幅広く縦横無
尽に登場させ、それらの接点、関連をめぐって、近代文学・文化史の
実態と時代を描く。そこに自らの「出会い」を交えて、まさに実証主
義、現場主義をつらぬいて近代日本文学研究に邁進、偉大な業績を残
してきた紅野敏郎（1922-2010）の真骨頂といえる一冊である。

117 遺稿集連鎖
紅野敏郎  著
菊判　上製　函入　400頁　2002年刊　

0309-6　定価 7,875円（本体 7,500円）

本書は明治から現代まで、近代文学を考える上で見逃せない 31人
の遺稿集を挙げ、再評価する。正岡子規の従弟で夭折した俳人の
藤野古白、井伏鱒二の友人・青木南八、画家・青木繁と古賀春江、
女優・伊沢蘭奢、医師・宿南昌吉、疾駆する文学青年・山本飼山、
「文章世界」の投書家青年・塚越亨生、アナーキーな不良的青年・
荒川義英、独り土に生きた堀井梁歩、一高文学青年より転じて戦
後企業人となった遠藤麟一朗ら、彼らの知られざる業績や人的繋
がりに光を当て、文学・美術・演劇をも同時に眺めわたす、もう
ひとつの文学誌となっている。

118 文芸誌譚   ―その「雑」なる風景  1910－1935 年―

紅野敏郎  著
菊判　上製　函入　752頁　カラー口絵 4頁　写真約
100枚　2000年刊
 0269-3　定価 12,600円（本体 12,000円）

1910� 30年代に創刊された文芸雑誌を中心に、総合・美術・演
劇のほか、ＰＲ誌をも含めた 90余誌を、特に同人雑誌にも注目
しつつ検討。文学・美術・映画など、表現のジャンルを越えて切
磋する作家たちの「雑」駁なエネルギーが渦巻く文学界の様相が
現出する。

119 大正期の文芸叢書
紅野敏郎  著
菊判　上製　函入　512頁　カラー口絵 4頁　
写真 88点　1998年刊　

0253-2　定価 9,240円（本体 8,800円）

本書は大正期に刊行された 88点の叢書を通して、作家、出版人、出
版社の繋がりに着目し、作家の作品と精神、出版社のありようから、
本の装幀までも視野に入れて大正文学界の全体像を展望したもので
ある。忘れられた作品にも光を当て、滋味溢れる語り口で展開され
る公平な評価・鑑賞は、一冊一冊手に取った著者の実証主義の賜物
である。
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＊ 古典文学

120☆ からいとのさうし  古典籍覆製叢刊               原装影印版

古写本　紙背「山密往来」

 古活字本

1冊付解説　桐箱入り　原本：内閣文庫所蔵　1979年刊　
 1082-7　定価 48,300円（本体 46,000円）

「からいとのさうし」は御伽草子の一種。この本は、慶長・元和頃の古活字版で、他に余り例を見
ない大型活字が用いられている。版本の挿絵に筆彩色が施されたいわゆる丹緑本であるが、この本
の場合後から加筆されたものと思われるので、今回は除いてある。室町時代に成立した御伽草子の
刊行としては最も古く、伝本も極めて稀である。解説に丹緑本に関する考証あり。

121☆ 句雙紙抄  古典籍覆製叢刊                                原装影印版

室町中期写

1冊付解説　桐箱入り　原本：村口四郎氏所蔵　1979年刊　
1084-1　定価 21,000円（本体 20,000円）

句双紙とは、偈頌や詩文を作る際、語句を検索するために編まれた禅句集で、成立年は未詳。仏典・
祖録・外典などから、一言から八言対まで、字数別に禅門で用いる秀句を五千余句収録している。
この本はその仮名抄（仮名交じりの漢籍・仏典への注釈書）としては最古の写本である。室町期書
写の伝本は他に存在しない。訓点、ふりがなが適宜振られ、内容的によく整っている善本。室町以
来禅僧の間で広く用いられていた基礎的な専門参考書のあらましや、その利用状況がわかるのはこ
の写本ならではの特色である。室町末・江戸初期の京畿の言語資料としても価値が高い。

122☆ 後鳥羽院勅答折紙留書  古典籍覆製叢刊      原装影印版

藤原定家筆

1軸付解説　桐箱入り　
原本：静嘉堂文庫所蔵　
1978年刊　
1087-2　定価45,150円（本体 43,000円）

「後鳥羽院勅答折紙留書」とは、大嘗会に奉
仕する歌人の選定に関する先例についての後
鳥羽院からの御下問に対し、藤原定家が白河・堀河・鳥羽・高倉天皇 4代の故実を調べて奉答した
折紙の控えである。定家自筆。

123☆ 西行物語  古典籍覆製叢刊                                原装影印版

伝阿仏尼筆　鎌倉写

1帖付解説　桐箱入り　原本：重要文化財　静嘉堂文庫所蔵　1979年刊　
 1080-3　定価 27,300円（本体 26,000円）

「西行物語」は鎌倉中期成立と推測される、西行の生涯を描いた物語。この本は写本としては最も
古く、「十六夜日記」の作者阿仏尼の筆といわれる。写経の紙背を用い、それを四半切して綴葉装
にしてある。内容が後の諸本に比べて簡略（西行の死まで描かれていない）であるところから、こ
の本が原型であるとする説もあり、西行物語研究の基本資料となっている。

124☆ 太平記  古典籍覆製叢刊                                    原装影印版

永和（書写）本　紙背「秋夜長物語」

1冊付解説　桐箱入り　原本：高乗勲氏所蔵　1978年刊　
 1081-0　定価 48,300円（本体 46,000円）

この本は、「太平記」最古の写本である可能性が高く、成立、本文系統などに関わる大発見として学
界を驚かせた。本文の内容は「太平記」第 32巻に相当するもので
（「茨宮御即位事」�「八幡御託宣事」）、袋綴の折り目を切り開いて「秋
夜長物語」を書写してあり、こちらに永和 3年 2月の奥書がある。
また太平記本文の末尾にあるエピソード（この本のみに存在する）
が、永和元年のこととしてあり、ここから永和年間の書写と推定
された。
「秋夜長物語」御伽草子。南北朝時代成立。著名な稚児物語で、「太
平記」との類似が指摘される。この本が最古の写本である。他の本
と段落の切られ方が異なるなどの特徴があり、最も原本に近い形
を保っていると思われる。

125☆ 月日のさうし  古典籍覆製叢刊                       原装影印版

古活字本

上下 1冊付解説　桐箱入り　原本：大英図書館所蔵　1978年刊
 1083-4　定価24,150円（本体 23,000円）

「月日のさうし」は室町時代に成立した御伽草子。この本は、元和・寛永頃の古活字本で、東京大
学国文学研究室所蔵の「つきみつの草子」とは別版。大英図書館のみに所蔵されている貴重なもの
である。

126☆  堤中納言兼輔集  古典籍覆製叢刊                 原装影印版

伝貫之筆

１軸付解説　桐箱入り　原本：秩父宮家所蔵　1978年刊
 1076-6 　定価 57,750円（本体 55,000円）

「堤中納言兼輔集」は平安中期成立。三十六歌仙の一人、藤原兼輔の家集。秩父宮家所蔵のこの本
は、紀貫之の筆といわれる平安朝古筆の名品で、長巻としてまとまって保存されている貴重なもの。
春･夏･秋･冬の四季と、恋の部に、合計 71首を収めている（同筆の哀傷部・離部は安田文庫所蔵）。
巻末に寛永 7年烏丸光広の自筆奥書がある。

127☆  白楽天　常楽里閑居詩  古典籍覆製叢刊    原装影印版

小野道風筆　紙本墨書

1巻付解説　桐箱入り　原本：尊経閣文庫
所蔵　1981年刊
 1088-9　定価 42,000円（本体 40,000円）

「白氏文集」巻第五　閑適一　所載の「常楽里閑居詩」を、
小野道風の能筆でしたためたもの。建武５年の奥書に、
長年小野道風筆とされてきたものを、世尊寺行尹が藤原
行成筆と鑑定したとの記事が見えるが、現在では道風筆
とみられている。


































